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昭和39年ごろの本校

本館の完成した直後の写真である 。 校庭の西側（上の
部分）道路わきにクラプハウスの建物が見える。

学校

周

辺には人家や工場もふえ

、

騒音に悩ま

さ

れる

よ

う

になった。

講
堂

の
跡
地
に
機

械

科

実

習

館
が
建
ち

、

南
側
の
校
含
の
跡
に
建
築

実

習

館

が、

機

械

科
各

実

習

室

を
壊
し
て
総
合
体
育
館
が
完
成
と
い

うよ
う

に

、

施
設

が

目

立
っ
て
充

実

し
て
創
立
五
十
五

周

年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行

さ

れ
た

。

昭
和
54
年
ご
ろ
の
本
校

昭和30年ごろの本校

講堂

（右上隅の建物）
が道路をへだてて西側
へ移転した以外は昭和
14年に完成した建物の
ほとんどそのままである。

周

辺は蓮田や畑が多
く 、 高い建物もなかっ
たの で赤い瓦の校舎は
遠くからもよく

目

につ
しヽた。
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昭和37年ごろの本校

円形校舎の東館（右）と西館
（左）が完成して学校の様相が

ー変した 。

機

械

科への志願者が激増した
こともあって 、 西館の西側に鍛
造・鋳造・木型

実

習

室

などが建
てられた 。

空
か
ら
見
た
本
校
の
移
り
か
わ
り

昭和38年ごろの本校

前年の写真とほ とんど変っ
ていないが 、 西館の西側に残
っていた旧校舎の一棟（柔道
場と電気

実

験

室

に使っていた）
がとり除かれているのがわか
る

。
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●
白
銀
山
荘

鉄
筋
四
階
建
て
の
南
館
に
は、
普
通
教
室（
九
教
室）
の

他
に、
音
楽
室
と
階
段
式
視
聴
覚
室(-
五
0
席）
が
あ
る。

●
南
館

六
十
周
年
記
念
事
業

雪1こうすもれだ白銀山荘

新
潟
県
六
日
町
に
あ
る
白
銀

山
荘
は
鉄
筋
三
階
建
て
で、

九
室
の
宿
泊
室
の
他 、
食
堂・
広

間・
浴
室(
2) 、
ス
キ

ー・
靴
の
乾
燥
室
な
ど
が
あ
り 、
八
十
名
が
宿
泊
で
き
る。 南館全景

宿泊室の内部 竣工式であいさつする理事長

白井合宿所完成予想模型
(60年2月完成予定）

19 

普通教

二階から見下しだ玄関ホ
ール

の
建
築

④
東
館
・

西
館
教
室
の
全
面
改
修
と
整
備
な
ど
が
計
画
さ
れ

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
CD
南
館
の
建
築

②
白
銀

山
荘
の
建
築

階段式の視聴覚室

③
白
井
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
と
合
宿
所

③
を
除
き
す
べ
て
完
了
し
た 。

●
白
井
合
宿
所
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校庭から見だ本館

本館建物と植込み

正面玄関

玄関ホ ール

鉄
筋
四
階
建
て 。
理
事
長

務
室
な
ど
の
管
理
部
門
を
は

普
通
教
室・
電
気
科
実
験
実

物
理・
化
学
実
験
室
な
ど
が

室・
校
長
室·

じ
め 、
会
議
室

習
室・
コ
ン
ピ

収
め
ら
れ
て
い

職
員
室・
事

（
大・
小）

．

ユ
ー
タ
ー

室

る。

●
本
館

小会議室

大会議室
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●
西
館

鉄
筋
五
階
建
て
の
円
形
校
舎 。

三
階
ま
で
は
普
通
教
室 、

四
階
は
図
書
館
書
庫
と
普
通
教
室 、

五
階
は
図
書
閲
覧
室

に
な
っ
て
い
る 。

鉄
筋
四
階
建
て
の
円
形
校
舎 。

三
階
ま
で
は
普
通
教
室
で

四
階
は
大
諧
堂
に
な
っ
て
い
る 。

●
東
館

校庭から見た西館

繭ミミi

校庭から見だ束館
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南館襄に設置されだ自転車置場

4階にある大講堂

物理実験室（本館4階）でバネ定数

測定実験中の生徒

化学実験室（本館4階）で炎色反応

実験中の生徒
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●クラブハウス
総合体育館裏に あ る ク ラ プハ

ウ ス はプレハプ2 階建て。 部屋
数は 14 、 使用ク ラプは 14クラプ
で あ る 。

鉄
筋
三
階
建
て。
一
階
に
進
路
相
談
室・
保
健
室•
特

別
教
奎(
3) 、
二
階
は
体
育
教
官
室・
柔 、
剣
道
場・
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー

ム 、
三
階
は
ジ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
て

い
る。

校庭から見だ総合体育館

トレ ーニングルーム

●
総
合
体
育
館

柔道場 剣道場
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特機実習（フライス盤の歯みぞ切削加工） 旋盤応用実習（豆ジャッキの製作）

i―9 

計測実習（自動制御実習）

機械科実習館

溶接実習
（ガス浴接の基本作業）

●
機
械
科
実
習
館
と
実
習
風
景

機
械
科
実
習
館
は
鉄
筋
三
階
建
て
で 、

各
階
に
は
機
械

科
生
徒
の
実
験
・

実
習
に
必
要
な
施
設
・

設
備
が
収
め
ら

れ
て
い
る 。

原動機実習（水力の流体実験） 鍛造実習（ケガキ針の製作） 鋳造実習（石型による型込み）
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製作実習（電子調光器の製作）

電子工学実習（マイクロ波通信の実習）

自動制御実習（圧力制御）

電気機器実習（単相変圧器の三相結線）

電気計測実習（ケルピン法による検流計の内部抵抗）

コンピュータ ーの実習風景

電子工学実習(3 極真空管の静特性の測定）

●
電
気
科
実
習
風
景

電
気
科
の
実
験
・

実
習
の
設
備
は

本
館
三
階
•

四
階
に

収
め
ら
れ
て
い
る。

電子工作実習
(6 石トランジスタ ーラジオの製作）

電気工事実習（金属管の切断作業）
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建築基礎の学習 製固製作中の生徒

建築実習館

材料実験の実習

荒川放水路堤防で測量実習をする生徒
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木工製作実習

●
建
築
実
習
館
と
実
習
風
景

建
築
実
習
館
は
プ
レ
ハ
プ
ニ
階
建
て。
各
階
に
実
験
・

実
習
設
備
室
が
整
っ
て
い
る。

木工実習

建築基礎の中の機械加工実習
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なれない手つきで飯愈のあ米をとく＊

←ク v こ←戸、
賣

体育祭

5000メ ー トルのスター ト 組体操の演技

霜月祭

入学式

江戸川総合文化センターでの入学式

雲仙の地獄めぐり

長崎グラバー邸でガイドさんから
説明を聞く生徒だち

畑59年度関東第 一冨等学校入学式 各
種
の
行
事
風
景

人気のある生徒作品の即売会場
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間
祝

優勝ト ロ フ ィ ーと賞状

結団式であいさつする守屋理事長（江戸川 公会堂で）

コンクールで演奏する本校吹奏楽部員 （

ウ

ィー‘ノ、 ルドルフスハイムで） ゲス ト歌手の出演で会場は一段と盛り 上がる

卒 業 式

松島通り を優勝バレード

世
界
一

に
な
っ
た
吹
奏
楽
部

イ
ー

ン
で
開
か
れ
た
第
九
回
青
少
年
音

吹
奏
楽
部
は
昭
和
五
十
五
年
七
月 、

オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ

楽
祭
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
見
事
優
勝
し
た 。

て
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
ヘ
連
続
出
場
し
た 。

ま
た
昨
年
・

今
年
と
束
京
代
表
と
し

の
影

で
撮

前
念

殿
記

宮ンレ｝
 

プン工シヽンイ

ウ

楽 しい思い出 ・ スキー教室の仲 間だち

予賎会の目玉、 吹奏楽部の演奏

スキ ー教室

白銀の中をさつそうと滑る生徒

卒業生に訓辞をする守屋校長 · 緊張の面持の卒業生だち
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インタ ーハイ（57年 、 鹿児島）出場の卓球部選手だち

関東大会 (59年 、 前橋）で健闘する本校選手

関
東
大
会
常
遍
の
卓
球
部

東
京
代
表
と
し
て
関
東

大
会
で
の
常
連
卓
球
部
は 、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
十
回 、

私
立

中
高
卓
球

大
会
で
は
二
回
優
勝
す
る
な
ど 、
か
ず
か
ず
の
輝
か
し
い
記
緑
を

持
っ
て
い
る。

理事長 ・ 校長も応援にかけつける

58年、 東東京大会の閉会式、 本校選手の胸に準優勝メダル輝く

声援を贈 り つづける
ぎっ しり 詰めかけだ父田だち

力 投する山崎投手
(58年 、 東東京大会決勝戦で）

生徒会役員も先頭に必死の応援

甲
子
園
出
場
も
近
い
硬
式
野
球
部

硬
式

野
球
部
は
昭
和
五
十
八
年、
夏
の
東
東
京

大
会
で
従
来
の
ベ
ス
ト
4
の
壁

を
破
り 、

初
の
決
勝
へ
進
出 、
準
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た 。
甲
子
園
は
も
う
目
の

前
に
あ
る。
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琶Zi
スバイ ク ・ プロ ックの廊酬、バレーポール部の練習

ヘティングの技冴えるサ ッカ一部

力倍増のテニス部

一

伊豆 ・ 土肥温泉で合宿中の応援部

ジャンプ ・ シュー ト、バスケ ットポール部

そ
の
他
の
ク
ラ
フ
活
動

土俵開きで、 理事長に相撲道場寄贈の
自録を贈る岩楯氏 （本校 0 B )  

十和田大会（昭和55年）出場の相撲部選手だち

金
沢・
十
和
田・
宇
佐
大

着実に力をつけ支部大会で優勝 しだ
バドミントン部

支部大会優勝の軟式野球部

連 日 、 林監督の胸を借 り 激 しい稽古に励む部員だち

全国大会都予選で準優勝の表彰
を受ける本校チ ーム （昭和59年 ）

関東大会（昭和58年押忍大会）で入場する本校選手

会
出
場
の
相
撲
部

相
撲
部
は
東
京
代

十
五
年 、

五
十
七
年

年
は
宇
佐
大
会
と
全

表
と
し
て
毎
年
関
東
大
会
へ
出
場
し
て

は
十
和
田
大
会 、

五
十
八
年
に
は
金
沢

国
大
会
へ
も
出
場
し 、

大
い
に
気
を
吐

い
る
が 、

大
会 、
そ

い
て
い
る

昭
和
五

し
て
今

゜

38 
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気迫の練習1こ励む剣道部 激しい稽古に打込む柔道部
養 II 

譴藝蓋 」I�--'-
ノ ＼

菫 ---- T 

躍進著 しい陸上部 岳年好成績の拳正道部

創部初年、 都大会で入賞者を出 しだレスリング部

応累涵尊

乙“”““““`”虜 関東第一高等学校

関東大会へ出場のスキ一部 初の公式戦へ出場、 2 回戦へ進んだラグピ一部

40 



昭和 3 年度

4 月 1 年生 約 1 00 名 を 入学 さ せ 、 1 年か ら

5 年 ま で の 生 徒総 数 は約450名 と な っ

い→

5 月

7 月

こー一 —- 4 
昭和 3 年 ごろ の新小岩駅。 建物や利用客の
服装に時代が し の ばれ る

第 1 回の運動会 を 西武線の上井草運動

場 で 挙行 し た 。

配属将校 と し て 森田 大尉が着任 し 、 以

後現役軍人 に よ る 学校軍事教練が実施
さ れ た 。

；和紐h. -，，

正科と し て の軍事教練始ま る

1 0月
1 1 月

1 2 月

2 月

3 月

修学旅行 （ 静岡 ・ 修善寺方面 ）

今上天皇即位大典の た め 京都 に 行幸 せ

ら れ る の を 奉送 ・ 奉迎 し た 。

宮城前広場 で行 わ れ た 東京府 、 近県諸

学校青年団御親閲式に 4 、 5 年生全員

が参加 し た 。

沓 閲官永田鉄山大佐 に よ る 本校第 1 回

の 軍事教練の査 閲 を 近衛歩兵第 2 連隊

射撃広場 で受 け た 。

第 1 回 の 卒業式 を 挙行 。 来賓 と し て 顧

問藤本博士の講話 が あ っ た 。 卒業生52

名 、 そ の就職 ・ 進学 に は関係者一同 大

3 月

と し て 村上文弥氏 （ 周 三郎 氏 父 君 ） 、

監事 に 佐野源一郎氏が就任 し 、 村上周

三 郎 先 生 が 設 立 者 代 表 と 校長 を 兼 ね

た 。

ま た 、 顧問 と し て 商大教授商学博士藤

本幸太郎、 電機学校参事佐久間正太郎

両氏 を 迎 え た 。

新 入 学生 は 1 年約 1 00 名 、 2 、 3 年 に

も 若干 の 補欠 を 入 れ て 生徒総数 が200

名 を 越 え た 。 教 育 綱 領 に は 人 格 の 陶

冶 ・ 画ー教育の打破 ・ 実際的教育 · 体

育奨励 の 四項 を か か げ て 教育方針 と し
t:. ‘- O 

登校時の あ い さ つ

別科 ( 3 年卒 の 旧 制 度 ） 第 1 回生の卒

業式 ( 13名 ） を 挙行 し た 。

昭和 2 年度

- 15 -

4 月

1 0 月

1 1 月

3 月

1 年生約 100名 を 入学 さ せ 最上級が 4

年生 と な っ た 。

修学旅行 （ 全学年 、 伊香保 ・ 榛名 山方

面 、 2 泊 3 日 ）

陸軍大臣か ら 徴兵令 に よ る 中学校の 学

課程度 と 同等以上の学校 と し て 認定 さ

れ た 。 （ 卒業生 は 1 年志願兵幹部候補

生の資格を 得 た ）

別科第 2 回 ( 9 名 ） の 卒業式 を 挙行 す

る 。 以後別科 を 廃止 し た 。

2 月

同年 、 帝 国書院社長守屋荒美雄先生の
経 済 的 な 協 力 に よ り 多 額 な 基金 を 得
た 。
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二

神田時代の
校旗 と 校歌

財団法人関東商業学校 （ 甲種商業学校 ）

の設置 を 文部省 ・ 東京都 （ 当 時東京府 ）

へ 申 請 し た 。

大正1 3年度

大正1 4年 2 月 村上周三郎先生が千代田 区神
田 錦町 3 の 3 （ 当 時神 田 区錦 町 3 の 1 8 )

の電機学校の 一部 を 仮校舎 と し て 修業
年限 3 ヵ 年の 関東商業学校 （ 乙種商業
学校 ） を 創立 し た 。

神田校舎の
正面玄

大正1 5年度

4 月 財 団 法 人 関東商業学校が認可 さ れ 、 実

業学校令 に よ る 5 年 制 の 甲 種商業学校

と な っ た 。

財 団 の 役員 は設立者理事 と し て 村上局

三郎 ・ 守屋荒美雄 の両先生 、 他 に 理事

大正1 4年度

4 月 村上先生が校長 と 同 時 に 経営責任 者 と

な り 喜美夫人 が経理 を 担当 し 1 、 2 年
を 合 わ せ て 100名 弱 の 新入学生 で 4 月

27 日 （ 関 東商業学校設立 、 認可 さ れ る ）

に 開校式 （ 創立記念日 ） を 行 っ た 。

- 14  -



3 月 第 5 回 卒業式 （ 卒業生94 名 ） 来賓講話

商大教授 藤本幸太郎博士。

通信簿授与風景

昭和 7 年度

昭和 8 年度

4 月 5 日 入学式 （ 入学生388名 ）

5 月 28 日 陸上大運動会 （ 芝公園 グ ラ ン ド ）

6 月 20 日 珠算大会。

9 月 26 日 ～27 日 1 泊野外教練 ( 5 年 、 小岩

小 ・ 篠崎小付 近 ）

1 0 月 3 日 ～1 0 日 5 年生関西修学旅行。

第 1 日 、 鳥羽行 き 夜行列車乗車。

第 2 日 、 二見が浦 ・ 伊勢神宮 ・ 橿原神

宮 ・ 神武天皇陵 奈良泊。

第 3 日 、 奈良市 内 見学 （ 猿沢池 ・ 春 日

神 社 ・ 東 大 寺 ・ 博 物 館 ・ 興福寺 ） 京

都 市 内 見学 （ 桃 山御陵 · 乃木神社 ・ 伏

見稲荷 ・ 京都博物館 ） 京都泊。

第 4 日 、 京都市内見学 （ 八坂神社 ・ 円

山 公 園 ・ 知恩院 ・ 南禅寺 • 平安神宮 ・

銀閣寺 ・ 北野天満宮 ・ 金閣寺 ・ 嵐山 ・

東本願寺 ・ 豊国神社 ・ 三十三間堂 • 清

水 寺 ） 京都泊。

第 5 日 、 比叡山 ・ 延暦寺 ・ 日 吉神社 ・

琵琶湖船上遊覧 （ 石 山 寺 ・ 三井寺 ） 大

阪泊 。
第 6 日 、 大阪市内見学 （ 中央市場 ・ 中

之島公園 ・ 大阪城 ・ 四天王寺 ） 同 夕 大

阪港か ら 「箱根丸」 ( 1 万 4 百 ト ン ） に

乗船。

第 7 日 、 午後 2 時30分横浜港着 、

1 1 月

4 時

過 ぎ東京駅で解散。

1 0 月 8 日 ～ 1 0 日 4 年生以下 日 光修学旅行。

橋本 ・ 和泉屋 に宿泊。

珠算大会。

1 0 月

3 月

場 で の途拝、 明 治神宮参拝 、 観兵式の

参列拝観 、 大祭 ご と の靖国 神社参拝 な

ど の 行事が以後長年 に わ た り 実施 さ れ

t:. し 0

修学旅行 ( 5 年 、 伊勢 ・ 京都 ・ 大 阪方

面 、 6 泊 7 日 ） （ 4 年以 下 、 修善寺 ·

箱根方面 、 2 泊 3 日 ）

第 4 回卒業式 （ 卒業 生107名 ） 来賓 講

話 関東紡績社長 堀 明 太郎氏。

月

月

4

8

 

入学式 （ 入学生220名 ）

1 0 日 ～ 1 1 日 「麦茶接 待 デー 」 。 新 宿 ・

渋谷等都 内 1 1 カ 所で 「献身奉公」 の赤

だ す き を 掛 け 麦茶の無料接待 を し た 。

接 待 人員 は 3 万数 千 名 に 達 し 、 NHK

ラ ジ オ ニ ュ ー ス • 国民新聞等で全国 に

報道 さ れ た 。―`―-〒—

街頭での麦茶無料接待

9 月 1 日 3 年生 、 母校 （ 出 身 小学校 ） 訪問。

1 0 月 関西方面修学旅行 （ 二見 が浦等 ） 以後
昭和 1 4年 ま で つ づ い た 。 帰路の神 戸 ～

横浜間 は客船 を 利 用 し た 。

( ． 

シ

1 0月

條学旅行 （二見ガ浦）

1 月

3 月

ー 富士の裾野へ野
営教練のた め正

校 門前に整列

財 団 法人理事村上文弥氏 が死去 さ れ て

後 任 に村上喜美氏 が就任 し た 。
修学旅行 ( 5 年 、 伊勢 ・ 京都 ・ 大阪方
面 、 6 泊 7 日 ） （ 4 年以 下 、 修善寺 ・
箱根方面 、 2 泊 3 日 ）
教練査 閲 を 代 々 木練兵場 で行 っ た 。 査
閲官 は歩兵第 3 連 隊長 山 下奉文大佐 で
あ っ た 。

第 3 回 卒業式 （ 卒業生95 名 ） 来賓講話
三菱製紙取締役 信貴英蔵氏。

昭和 6 年度

4 月 入学式 ( 170名 入 学 ） こ の 年 、 満 州 事
変が起 こ り 、 学校で は入学宣誓式 を 明
治神宮で行 っ た 。
ま だ正科の軍事教練以外 に 、 陸海軍記
念 日 に は軍事講話 、 四 大 節 の 宮城前広

新入生 を 迎え て宜誓式 （明治神宮で）

—•鴫’

明治神宮へ参拝

い に 努力 し 、 銀行 3 、 商事会社 5 、 生
産会社 6 、 個 人商店 7 、 官公庁 4 で計
25名 が就職 し 、 他 に 自 家営業1 1 名 、 上
級学校進学12名 、 そ の他 3 名 と い う 好
成績 を 収 め た 。

昭和 4 年度

第 1 学 年 約 1 20

名 を 入学 さ せ 、

生徒数が初 め て

定 員 500 名 を 越
え た 。

第 2 回 生 109名

の 卒業式 を 行 い

来賓の衆艤院議

員定塚門次郎氏
か ら 講話 が あ っ
た 。 就職 ・ 進学
の状況 は前年 よ
り 更 に 好 転 し

口
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授業料月 額 6 円 、 同窓会費50銭 と あ る

昭和 5 年度

4 月
6 月

第 1 学年120名 が入学 し た 。
4 、 5 年全員 が富士山 麗板妻廠舎 で 3

泊 4 日 の最初 の 野営教練 を 実施 し た 。
以後 は教練科 の必須行事 と し て 毎年実
施 さ れ る こ と に な っ た 。
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3 月 第 8 回 卒業式 （ 卒業 生 1 20 名 ） 来賓購
話 正金銀行監査役 守田藤之助氏 。

予餞会風景

昭和1 1 年度

4 月 入学式 （ 入学生240 名 ）

9 月 29 日 全校生徒 ・ 職員の醐出 し た 関西風
水害義捐金109 円 96銭 を 坂田生徒監が
生徒総代 と と も に朝 日 新聞社へ出 向 き
寄付 し た 。

1 0月 4 日 ～ 1 0 日 5 年生関西修学旅行。
8 日 ～ 9 日 4 年生以下箱根方面旅行。
1 4 日 実業教育50周年記念剣道大会 に参

加 し た 。 な お 同 上美術展覧会出品ボス
タ ー に 5 年の矢島君が入貸 し た 。
同上記念珠算競技会 に本校生徒 8 名 が
参加 し 入賞 し た 。

1 7 日 靖国神社例 祭 に 全校生徒が参拝 し
た 。

30 日 勅語奉読式。
31 日 実業教育50周年記念産業博覧会 に

本校生徒が出場 し た 。 ( 4 日 間 ）
1 1 月 1 日 神宮奉祝体育大会に参加 し た 。

7 日 東京府主催明治神宮遜拝式 に参加
し た 。

1 8 日 全校生徒が東北 凶作義捐金の街頭
募金 を 行 い 、 暮金額 1 , 388 円34銭 を 日 々
新聞社 を 経 て 寄付 し た 。

東北凶作義捐金の街頭募金風景

22 日 秋季体育大会開催 （ 上井草 グ ラ ン
ド ）

3 月 第 7 回卒業式 を 商大一橋講堂 で行 っ た
（ 卒業生95 名 ） 来 密 講 話 三菱重工業

常務取締役 原料三氏。

昭和1 0年度

剣道大会 I I 4 月 入学式 （ 入学生300名 ）

- 19 -

菊山修五郎氏 と 本校配属将校石田少佐
が 日 本海海戦 に つ い て 講演 し た 。
1 、 2 年生 は各 自 3 銭 ず つ 醇金 し て Z

旗 を 作製 、 屋上 に掲揚 し た 。
5 月 28 日 海軍記念 日 の講演 と し て 後備海軍

ー等兵曹 森金作 氏 が 「広瀬 中 佐 を 偲
ぷ」 と い う 題名 で講演 し た 。

6 月 1 5 日 春季 ’室大会 （ 上井草 グ ラ ン ド ）

春季体育大会 （上井草グラ ン ドで ）
21 日 本校生徒用 外被 を 制定 し た 。
23 日 5 年生 1 泊野外演習。
26 日 立教大学学長 木村重治先生 の 講

演 「精神作興 に つ い て 」 を 聞 い た 。
7 月 23 日 夏期講習会開始 ( 2 週間 ）
9 月 8 日 2 学期始業式。 式後全校生徒は神

田 明神 に参拝 し 平田社司の講話 を 聞 い
た 。

1 2 日 満蒙事情 に つ い て 、 杉浦春之助氏
の講話 を 聞 く 。

21 日 実業教育50周年記念事業 と し て 、

府下実業学校連合演習 を 多摩川 畔で挙
行。 5 年生が参加 し た 。

実業教育50周年記念府下中学校連合演習
（多摩川畔で）

23 日 連合演習閲兵分列式 を 代 々 木練兵
場で挙行 し 、 全校生徒が参加 し た 。

- 18 -

1 1 月 1 0 日 雄弁大会。

雄弁大会

25 日 体育大会 （ 上井草 グ ラ ン ド ）
1 2月 5 日 成清中佐の教練査閲。

1 5 日 商業実習 （ 百貨店数 力 所 、 4 、 5
年生 100名参加）

~--- 亨!-

商業実習 （都内の百貨店で）

24 日 皇太子殿下御 生 誕奉 祝式 を 挙行
し 、 つ い で宮城前 で全校生徒が万歳 を
奉唱 し た 。

,. .. 9 9 .. '> "' ,,.'-' _. • ..,  I 

ヽ

4 ， ユ ニぃ — ― 皿7- ．＿ 
軍事教練

2 月 1 0 日 予餞会。
3 月 25 日 第 6 回卒業式 （ 卒業生95名 ） 来賓

講 話 大 阪 商 船 東 京 支 店 長 渥 美 育 郎
氏。

昭和 9 年度

4 月 5 日 入学式 （ 入学生290 名 ）
5 月 20 日 陸上大運動会 （ 芝公 園 ）

26 日 海軍記念 日 の講演 と し て 海軍大佐
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関商名簿
（昭和13年 8 月 発行）

（現在の生徒名簿 と違い
学年別 ・ 地区別に分けて
あ っ た ）
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闊 夏 鵡 定 攣 校 方 濱 •
. "●‘ 

タ 時 千 事
刻 二 五 斐
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に 逍 三
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軍事色強い社会ニ ュ ー ス （卒業アルバム か ら ）

1 2月

2 月 1 1 日

3 月

h
 

急
母
い開

建坪1 , 060坪、 普通教室21 · 特別教室 2

・ 教員室 ・ 図 書室 · 理科標本室 ・ 兵器

庫 ・ 武道場 ・ 大講堂な ど が完成 し た 。

第 2 学期終業式後、 神 田錦町の仮校舎

で 訣別式 を 行い 、 設備 ・ 備品 を 新校舎

に 搬 入 し た 。

1 月 1 日 職員 ・ 生徒ー同 が新小岩駅か ら 鼓

笛隊 を 先頭 に 隊伍 を 組 み 新校舎に到着

し 、 大講堂で入校式 を 行 っ た 。

1 月 1 5 日 新校舎で授業 を 開始 し た 。

紀元節 の 良 き 日 に 落成祝賀式 を 行
っ た 。

第 1 1 回 卒業式

（ 卒業生1 96名 ）
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2 月 8 日 理事長守屋荒美雄先生が逝去 さ れ

た 。 守屋美智雄氏が理事長 に 就任 、 理

事 に は守屋美賀雄氏 、 監事 に 藤田仁太

郎氏が就任 し た 。

3 月

昂
紀
二

後
十一

十
三
日

せ
り

第 1 0 回 卒業式 （ 卒業生232名 ） 来賓 講

話 衆議院議員 浜 田 国松氏。

昭和1 3年度

4 月

兼校長 に就任 し た 。

8 月

9 月

1 1 月

入学式 （ 入学生200名 ）

八代 盛先生の授業風景

5 月 26 日 5 年生 「関西」 修学旅行。

7 月 生徒激増の た め新校地 と し て 現在 の 江

戸川 区松島 2 の 1 0 の 1 1 （ 当 時 は江戸川

区西小松川 2 の 1700 、 そ の 後西小松川

2 の 470 に 地番変更 ） に 耕地整理組合

長大西鎌蔵 氏 と の 交渉の末、 3, 000余

を 買 収 し て 登記 を 完了 し た 。
新校地 の埋立 ・ 盛土工事 に 着手。

整地完 了 、 株式会社塩坂組 に よ り た だ

ち に 2 階建 て 校舎の 建 築 に着手 し た 。

岩瀬好ー氏 が副校長 と し て就任 し た 。

松岡教頭は退任 。

新校舎の上棟式 を 挙 行 し た 。

3 月

二代校長
岡田忠彦先生

第 9 回卒業式 （ 卒業生132名 ） 来賓 講
話 貴族院議員 田 沢義輔氏。

昭和1 2年度

4 月 入学式 （ 入学生260名 ）
8 月 26 日 村上輝夫理事長 、 同 喜美理事が辞

任 し た 。
31 日 守屋美智雄 、 増 田菩策の両氏 が理

事 に 就任 し た 。
1 1 月 1 日

← 
運動会会場入口

1 1 月

運動会 （ 芝公 園 ）

• _ ＿ -

- --- こ｀^
第1 0回運動会での一同の勢揃い

岡 田忠 彦校長 は 国 家 的 な 公務 多 忙 の た
め兼任の理事長 を 辞任 し 、 守屋荒美雄
氏 が理事長 に就任 し た 。

9 月

当時の部活動
弓道部

相撲部

野球部 （ 月 島練習場で ）

庭球部

8 月 20 日 理事長兼校長村上周三郎先生 ( 52
歳 ） が逝去 さ れ た 。 25 日 自 邸 で葬儀。
同 日 嗣子輝夫氏が財団法人寄附行為 に
よ っ て 理事 に 就任 し た 。
村上輝夫理事 を 理事長 に 選任 （ た だ し
未成年者 の た め実務 は母堂村上喜美理
事が代行 ） 。 校 務 は 松 岡 峻三教頭が校
長事務取扱 い と な っ た 。

1 3 日 村 上 周 三 郎 先 生 の 校 葬 を 講堂 で
行 っ た 。

1 2 月 24 日 岡 田 忠彦先生 （ 当 時衆議院副議長 ）
が守屋荒美雄理事 の 懇 請 に よ り 理事長

I 
ヽ — ,

l 

, I 
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昭和1 6年度

4 月 5 日 入学式 （ 入学生233名 ）

24 日 靖国神社臨時大祭 に 職員 ・ 生徒一

同参拝 し た 。

学校農園 と し て 江戸川河川 占 有 に

つ き 都知事の認可 を 受 け た 。

28 日 全校行軍 を 実施 し た 。

5 月 7 日 春季遠足。

1 3 日 5 年生 は野営演習 の た め 3 日 間習

志野 に 出 か け た 。

1 5 日 4 年同上。
22 日 「青 少年学徒 に 賜 わ り た る 勅語」

2 周 年記念式 を 挙行 し た 。

6 月 1 3 日 ～ 1 4 日 防 空 ・ 防 火避 難 訓 練 を 行
う 。

1 8 日 全校校外見学。

26 日 5 年生全員 は板橋兵器廠作業 に 出

張 し た 。

7 月 2 日 応 召 の 大森 ・ 梅沢 • 平野三教諭の

送別式 を し た 。

9 月 9 日 4 年生 は被服廠作業 に 出張 し た 。

1 6 日 3 年生以上 は荒川勤労作業 に 出張

し た 。

27 日 秋季遠足。

当時の先生た ち （玄関前 で ）

1 0月 2 日 職業指甜所員 5 名 来校 、 5 年生の

就 職 に つ い て 面談。

20 日 、 25 日 防空訓練 を 実施 し た 。

1 1 月 6 日 体育大会 （ 錦 糸町公園 ）

21 日 、 22 日 5 年 は下志津での府下中等

学校連合 演 習 に 参 加 し た 。

29 日 学芸大会。

1 2 月 9 日 「英米 に 対 す る 宣 戦 の 詔書」 奉読

式 を 行 っ た 。

1 1 日 教練査閲 （ 校庭 ）
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田代先生、 教頭に昇任。

皇紀2600年奉祝

9 月 1 日

勤労奉仕

1 0 月 20 日 東側新館 に 普通教室 4 . 特別教室

2 が落成 し た 。

1 月 1 8 日 全校行軍 を 実施 し た 。

1 月 29 日 4 · 5 年生校外見学。

2 月 8 日 故守屋荒美雄先生 3 周年祭礼拝式

挙行。

2 月 1 5 日 予餞会。

3 月 5 日 第13回卒業式 （ 卒業生1 65名 ）

9
ご
＇ん1

商業実習 （汐留駅で ）

軍事色の濃い昭和15年度
入学要覧表紙

2 月 6 日

3 月 1 5 日
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今上天皇御真影奉戴式。
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御真影の奉載 （今の正門 わ き ）

第 1 2回卒業式 （ 卒業生212名 ）

昭和1 5年度

4 月 1 日
5 日

5 月 1 5 日

う 。

関東工科学校 を 創設 （ 夜 間 ）

入学式 （ 入学生278名 ）

守屋荒美雄先生の胸像除幕式 を 行

守屋荒美雄先生の胸像除幕式

新校舎落成祝賀式 （大講堂で ）

昭和1 4年度

4 月 5 日

週番の
朝礼

入学式 （ 入学生420名 ）
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“国破れ て山河あ り ” の ど か な 学校周辺 と校舎

電機 ・ 昭和 自 動 車 ・ 那 須 ア ）レ ミ ・ 前 田

鉄工所の諸会社 に 出 動 し た 。

3 月 1 0 日 東京空製に よ り 江東地 区類焼 の た

め 、 生徒 は 疎 開 し 、 生徒数 は 780 名 に

激減 し た 。

20 日 第 17 、 18 回 同 時 卒 業 式 （ 卒 業 生

428名 ） 第18回か ら 文部省命令 に よ り

4 年制 と な っ た 。

昭和20年度
昭和1 8年度

昭和22年度

� ,  
玄関前での入試合格発表風景

1 2 月 27 日 第14回卒業式 （ 今回 か ら 文部大臣
の示 達 に よ り 繰 り 上 げ卒業 ）

26、 3 1 日 3 、 4 年生 は汐留 ・ 新橋 ・ 東
京駅の貨物配達作業 に 従事 し た 。

1 月 24 日 全校行軍 （ 千葉神社往路32 キ ロ ）
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4 月 1 日 教育新制 度 に よ っ て 3 年制 中学校

関東第一中 学校 を 設置 す る （ 関東第一

商工学校 3 年以下編入 ）

5 日 江戸川 区委託中学 1 年生 と し て 松

江地 区小学校 か ら 男 子生徒 6 学級が入

学 し た 。

9 月 1 5 日 カ サ リ ン 台風

の た め 江戸川 区全

域が浸水。 本校 も

床上50セ ン チ の浸

水 を 受 け た 。

中 ・ 志一緒の
生徒募集ポス タ ー

3 月 1 0 日 第21 回 卒業式

（ 商 業 科 83 名 ・ 機 械 科 22 名 ・ 電 気 科

1 8 名 ・ 計123名 ）

23 日 中学第 1 回卒業式 （ 卒業生188名 ）

昭和23年度

4 月 1 日 新制度 に よ り 関東綜合高等学校開

設。 （ 第 2 部 は商業課程 ・ 電力課程 ）

3 月 25 日 第22回卒業式 （ 商業科26名 ・ 機械

科 23名 ・ 電気科35 名 、 計84名 ）

関 東商工学校 を 廃校 。

中学第 2 回 卒業式 （ 卒業生240名 ）

4 月 5 日 入学式 （ 入学生21 0 名 ）

岡 田忠彦校長辞任。 岩瀬好ー先生校長

と な る 。

4 月 3 年皇国第5001工場 に 出動 し た 。

8 月 1 5 日 終戦の 大詔漁発 。 勤労報国 隊 は 解

除 さ れ た 。

9 月 1 日 関東第一商工学校 と 改称 し 授業 を

開始す る 。

30 日 進駐軍用 と し て 校舎接収の命 を う

け 、 明 け 渡 し の準備 を 完 了 した 。

1 1 月 1 日 接収解除 さ れ る 。

3 月 1 0 日 第19回卒業式 （ 卒業生106 名 ）

年生復活の た め 一部 5 年 に 残留 す る 。

5
 

昭和21 年度
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4 月 1 日 第 2 部 、 問業科 を 復活設置 し 関東

第二商工学校 と 改称 し た 。

6 日 入学式 （ 入学生250名 ）

こ の 年 の 入学生 は 、 本校が戦 災 に 会 わ

な い 校舎 を 持つ こ と が有利 に は た ら い

て 250名 あ っ た 。 し か し 、 生徒の 出 入 り 、

教育の 移 動 が激 し く 、 落着 い た 教育 は

で き な か っ た 。

特 に 教 科 書 は 占 領 政策 に 基 い た 内 容

で 、 1 枚刷 り の粗末な も の を 折 り 畳 ん

で冊子 と し た も の で あ っ た が 、 こ れ も

全員 に 渡 ら ず 授業内 容 は生 徒 に 徹底 し

な か っ た 。

3 月 1 5 日 第20回卒業式 （ 卒業生36 名 ）

4 月 1 日 商業学校転換命令 に よ っ て 、 帝国
第一工業学校 と 校名 を 改称 し た （ 新入
生 か ら 実 施 ）

5 日 入学式。
1 2月 23 日 第 1 6回卒業式 （ 卒業生319名 ）

こ の 年 、 教員 の 応 召 が相 次 い だ 。

関東工科学校第 1 回卒業生

昭和 1 7年度

大請堂内部

昭和1 9年度

4 月 1 日 実業学校令 お よ び工業学校規定 に
よ り 夜間工業学校の 設立認可 、 関東工

科 学 校 を 帝 国 第 二工 業 学 校 と 改称 し
た 。

5 日 入学式。

学徒勤労動員 は 本格化 し 、 5 年生 は学

徒勤労報国隊動員令 に よ っ て 昭和 自 動

車 ・ 那須 ア ）レ ミ • 前 田 鉄工所 に 出 動 し
た 。

9 月 3 、 4 年生 は 岡野電気 ・ 精工舎 · 芝浦

7 、

1 2 月

「戦争は こ れ か ら だ」 と書いたのぼ り を
先頭に行進す る 生徒 （小松川橋付近で ）

6 月 1 8 日 校 外 見 学

( 3 年 、 科学博

物館 、 4 年 、 朝

日 新聞社 、 5 年 、

帝室博物 館 ）

8 月 上級学年 、

夏 休 み を 返 上

し 、 半月 ほ ど 勤

労奉仕 に 当 る 。
第 1 5 回 卒 業 式

（ 卒業生1 53名 ）

当時の教育銅領
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昭和27年度

4 月 9 日 入学式 （ 中学38名 ・ 普通科46名 ・

商業科 106名 ・ 機械科37 名 ）

28 日 高 3 進学適性模擬試験。

5 月 1 2 日 中 学修学旅行 （ 銚子方面 ）

1 4 日 、 1 5 日 中学 「街頭赤十字募金」 へ

参 加 す る 。

1 6 日 映画教室 「 山 び こ 学校」 （ コ ン パ

ル劇場 ）

6 月 20 日 中 学見学会 （ 科学博物館 ・ 毎 日 新

聞 社 ） 、 高 2 、 3 （ 鎌倉方面 ）

21 日 高 1 （ 都 内 見学 ） 、 高 3 （ 東京株

式見学 ）

8 月 3 日 講堂改修後援会 を PTA、 同 窓 会

有志合 同 で組織 し 、 講堂の改修に着手

し た 。

1 0 月 4 日 体育祭。
1 3 日 全 校 修 学 旅 行

（ 高 2 日 光 、 高 3 京

阪方面 ） しg全
1 1 月 23 日 学芸会。

1 2 月 6 日 講 堂 改 修工事

の 落成祝賀 会 を 行

っ た 。

2 月 5 日 映画教室

「真空地帯」

7 日 故守屋荒美雄先生の命 日 につ き 記

念講演 （ 謂師 阿部真之助氏 ）

3 月 2 日 第26回卒業式 （ 普通科18名 ・ 商業科

45名 ・ 機械科6名 ・ 電気科18名 、 計87名 ）

20 日 中学第 6 回 卒業式 （ 卒業生1 1 5 名 ）

生徒の足 と な っ て
い た ト ロ リ ーパ ス

（小松川橋で）

電気科二部、 第一期卒業生 と先生た ち

な っ た 。

か く て 学校の将来 に 対 す る 不安 か ら 、

公立校等へ転勤 す る 者が続出 し た 。 こ

こ に至 っ て 学校管理の 責任上老齢の岩

瀬校長 は退任 し 、 学校法人の守屋美智

雄理事長が、 学校再建の た め に 4 月 か

ら 校長 と し て赴任す る こ と に な っ た 。

4 月 5 日 入学式 （ 入学生1 10名 ）

5 月 1 1 日 商業科 3 年見学旅行。 中 l 、 3 遠

足 （ 河 口 湖 ） 、 中 2 （ 稲毛海岸 ）

1 5 日 高 1 、 2 年見学旅行

第 1 回職員研條旅行 （箱根 ・ 和泉館で）

6 月 9 日 中学映画教室 （ 新小岩映画劇 場 ）

20 日 中学 1 、 3 年東京港施設見学。

9 月 28 日 中学全校修学旅行。 ( 2 年 は蓼科 ）

1 1 月 4 日 運動会。

1 8 日 芸能祭 （ 学芸会 ・ 展覧会 ）

1 2 月 1 4 日 映画教室 「 め し 」 「 ア ン ナ カ レ ー

ニ ナ」 （ コ ン パ ）レ劇 場 ）

”' 、---•- -い
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整備のす す ん だ新小岩駅前

1 月 1 8 日 全校マ ラ ソ ン 大会 。

2 月 1 6 日 映画教室 「窓」 （ 新小岩映画 ）

3 月 3 日 第25 回 卒業式 （ 普通科27名 · 商業

科 23名 ・ 機械科31 名 ・ 電気科 7 名 、 計

87名 ）

26 日 中 学 校 第 5 回 卒 業式 （ 卒業生1 68

名 ）

3 月 1 0 日 第23回卒業式 （ 卒業生123名 ）
20 日 中 学校 第 3 回卒業式 （ 卒業 生 1 89

名 ）

昭和25年度
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4 月 6 日 高校入学式 （ 入学生83 名 ）
7 日 中学入学式 （ 入学生138名 ）

5 月 1 2 日 中 3 遠足 （ 三浦半島 ・ 油 壺 ）
1 3 日 中 1 遠足 （ 河口 湖 ） 、 中 2 遠足 （ 金

沢八景方面 ）
6 月 1 4 日 高 3 工業科石川 島造船所見学。
7 月 3 日 中 3 朝 日 新聞社見学。 こ の年農園

作業が盛 ん に 行 わ れ た 。
1 0月 8 日 運動会。

1 9 日 講話 （ 早大教授 暉峻康隆氏 ）
28 日 中 1 遠足 （ 屏仙 峡 ） 、 中 3 遠足 （ 伊

香保 ） 。
30 日 中 2 遠 足 （ 伊豆 修善 寺 ） 、 高 2 、

3 年商業科 、 修学旅

行。
31 日 高 3 、 修学旅行。

1 1 月 1 0 日 映画 ・ 講演。
2 月 1 7 日 卒業生送別学芸

会 を 開 く 。
3 月 3 日 第 24 回 卒 業 式

（ 卒業生84名 ）
20 日 中学第 4 回卒業

式 （ 卒業生21 6名 ）
31 日 岩瀬好ー先生 、 校長 を 退任。

31 日 学校農園 を 廃止 し 、 都建設局河川 部
に 用 地 を 返還 し た 。

間 東

鼻＼〇． 2

｀ 奪 ・ ｀＂�蛉●露蟻

新聞部 で発行 し て
い た 文芸誌 「関東」

昭和26年度

「公立中学校の整備、 委託生徒の激減 、

そ れ に 比例 し て 中学応募者の減少傾向

が顕著 に な っ た 。 当 然 の こ と な が ら 学

校財政 は圧迫 を 受 け 、 加 う る に学校経

理の放慢 と 不手 際 か ら 不当 の債務 を か

か え て 、 時 に 教職員の給与 に も こ と 欠

く な ど 、 危機的 な 症状 を 呈 す る ま で に

昭和24年度

4 月 P TA が発足 し 、 初 代 会長 に 林重三郎
氏 が就任 し た 。 そ れ ま で あ っ た 後援会
は発展的 に 解散 し た 。

PTA は 「生徒の幸福」 と 「学校の 発展」
と が一義的 な 目 標 と し て 掲 げ ら れ て お
り 、 そ の た め に教師 は そ の職能 と 責任
に お い て 、 ま た 、 保護者 は家庭 と 社会
生活 を 通 し て 、 そ れ ぞ れ協 力 し あ う こ
と に な る 。
従 っ て 、 学校 と 家庭 と は一体 的 な 関係
の 中 に も 、 そ れ ぞ れの活動分野 を 持つ
も の で あ り 、 本校の よ う に 公 費 に よ ら
な い 私学 の 発展の た め に は 、 保護者の
全 面 的 な 協 力 が必要 で あ る が、 PTA

は発足後 、 よ く そ の任 を 果 た し た 。

林氏 は昭和29年 3 月 ま で会長 を つ と め
た 。

1 0月 1 4 日 創立25周年記念式典 を 行 い 、 式後
講堂で祝宴 を 開 い た 。 当 日 は文部省の
西崎局長、 島村一郎衆議院議員 、 岡 田

忠彦前校長 、 江戸川区長 は じ め 、 教育

界 か ら 多 数の来賓が参列 し た 。

正門前での25周年記念撮影

1 5 日 記念学芸会 （ 講堂 ）

噂こ ー '--· . 己`--9 ,h■'1- f 
キ テ ィ 台風に よ る 出水 （平井駅構内 ）
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創立30周年に発刊 さ れ
た記念誌

1 1 月 5 日

1 ・

”ふ
ふ綸

文部省産業教育研究指定校 と し て

発表 を 行 う 。

6 日 本校で 、 中 学校職業 ・ 家庭科の研

究授業 を 公開 し た 。

1 1 日 全校生徒）レ ー プル美術展観覧 （ 上

野 国 立博物 館 ）

1 2月 1 日 全校マ ラ ソ ン 大会。

2 月 5 日 学芸会 （ 兼予餞会 ）

20 日 中 学 入学試験。

3 月 1 日 第 28回卒業式 （ 普通科31 名 、 商業

科69名 、 機械科 7 名 、 計107 名 ）

1 3 日 高校入学試験。

1 9 日 中 学第 8 回 卒業式 （ 卒業生30 名 ）

昭和30年度

4 月 1 2 日 入学式 （ 商業科1 3 1 名 ・ 機械科1 23

名 ）
5 月 1 4 日 父兄会 ・ 講演会。

1 8 日 全校で国 際見本市見学。

6 月 1 8 日 成 人教育 （ 講師 日 銀調査役

本喜助 氏 ）
23 日 、 24 日 入学 、 入社模擬試験。

7 月 1 1 日 修学旅行 （ 中学猪苗代湖 ・ 裏磐梯。

高 1 山 中 湖 。 高 2 奥多摩。 高 3 関西 ·

九州 ）

9 月 7 日 講堂移築委員会開催。

1 7 日 映画教室。

第 3 回 関商杯争奪珠算競技大会 （ 入新

井 5 小 ・ 深川 2 中 優 勝 ）

26 日 ～27 日 普通科 2 · 3 年模擬試験。

29 日 全校生徒 「 メ キ シ コ 展」 見学 （ 国

立博物 館 ）

30 日 中 3 仏船 「 ヴ ェ ト ナ ム 号」 見学 （ 横

浜 港 ）

機械科実習工場鉄骨53坪上棟式 を

行 う 。

1 0 月 上旬 校 内 フ ォ ー ト コ ン テ ス ト （ 田久保

中

6 月 1 日 高校電気科 、 電気博覧会見学 （ 三

越 ）

25 日 、 26 日 高 2 、 3 模擬試験。

27 日 戦後初の 同 窓会開催 （ 学校講堂）

7 月 21 日 ～30 日 夏季講習会。

. -- ·- → 
第 2 回ア ジア大会 、 レ ス リ ン グ ウ ェ ル タ ー級で優勝
し た兼子隆氏 ( O B ) の祝賀会

9 月 25 日 第 2 回 関 商杯珠算大会 （ 第 2 松江

小 ・ 足立 9 中俊勝 ）

1 0 月 1 日 、 2 日 普通科 2 、 3 年模擬試験。

23 日 創 立30周年記念式典 を 挙行。

記念行事 と し て 23 日 ～ 25 日 展覧会 、 24

日 体育祭 を 開催。

記念事業 と し て 隣接 地 4 60坪 を 買 収 し

て 、 講堂 を 移築 し 、 ま た鉄骨の機械実

習室52坪 を 増築 し た 。

1 1 月 1 日 第24回学芸会。
1 2月 3 日 マ ラ ソ ン 大会。
2 月 3 日 機械科全学年 、 川 崎製鉄千葉工場

見学。
3 月 1 日 第27回 卒業式 （ 普通科28名 ・ 商業

科41 名 ・ 機械科 5 名 ・ 電気科 5 名 、 計
79名 ）

20 日 中学第 7 回卒業式 （ 卒業生28名 ）
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昭和29年度

4 月 1 0 日 入学式 （ 商業科1 1 6 名 ・ 機械科1 2 1

名 ） 。

PTA 総会。 新 会 長 に 資 内 繁 三 氏 選 出

（ 貴 内 氏 は昭和32年 3 月 ま で会長 を つ

と め る ） 。
5 月 8 日 映画教室 「 7 人 の 侍」 （ 銀映座 ）

23 日 ～30 日 高 3 修学旅行 （ 四 国 ・ 関 西 ）

25 日 ～26 日 中 1 、 2 、 3 、 高 1 修学旅

行。
26 日 、 27 日

4 月

高 2 修学旅行。

昭和28年度

4 月 1 日 こ の年か ら 普通科生徒募集中止。
1 0 日 入学式 （ 中学2 3名 ・ 商業科89名 ・

機械科99名 ）
27 日 校 名 を 関東商工高等学校 と 改称 す

る 。 （ 第 2 部 は商業科 ・ 機械科 ）

創立当時の “関商＂

の愛称復活

先生方の寄せ書 き

5 月 1 1 日 全校奉祝修学旅行 （ 中学房総 1 周 。
高 1 長瀞方面。 高 2 筑波山方面。 高 3

砂糖会社 ）
1 3 日 PTA 総会。

6 月 4 日 映画教室 「 ヒ ッ ト ラ ー の最後」 （ 新
小岩劇 場 ）

5 日 高 1 新聞社見学。
1 0月 5 、 6 日 模擬試験。
1 0 日 「関商新聞」 を 創刊 す る 。
1 7 日 高 2 証券取引所見学。 中 学東京港

見学。

7 月 4 日 、 6 日 、 7 日

高校模擬試験。
8 月 2 日 文 部 省 産 業 教 育 研 究 指 定 校 と な

る 。
9 月 9 日 ～1 0 日 模擬試験。

1 9 日 産業教育研究指定校認定記念第 1

回 関商杯珠算大会 （梅島小 ・ 大森 2 中
優勝 ）

1 0 月 1 1 日 全校修学旅行。 （ 高 3 関 西 ・ 四 国
方面、 7 泊 8 日 ） （ 高 2 松島 ・ 仙台方面 、

3 泊 4 日 ） （ 高 1 志賀高原 、 3 泊 4 日 ）
（ 中学野尻湖方面、 3 泊 4 日 ）

25 日 体育祭。

中学学力 試験。
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だ」 （ 本所映画 ）

1 6 日 弁論大会。

20 日 全校見学 会 （ 中 学 、 高 1 羽 田空港 ・

横浜港 • 印刷局。 高 2 村山 貯水池 ・ 自

衛隊 ・ 平林寺 。 高 3 都内見学）

1 1 月 23 日 ～24 日 文化祭。

1 1 月 30 日 全校マ ラ ソ ン 大会。

1 2月 2 日 東京都私学課の監査 を 受 け る 。

2 月 2 日 ～ 3 日 高 1 、 2 、 中 3 学カ テ ス ト 。

6 日 父 兄 会 ・ 成 人 購話 （ 謡師 渡辺紳

一郎氏 ）

8 日 設立者守屋荒美雄先生20周年記念

祭。

1 8 日 ～ 1 9 日 入学試験。

3 月 1 日 卒業式 （ 商業科 104名 ・ 機械科93

名 ）

9 日 円形鉄筋校舎起工式。

20 日 中学第 1 1 回 卒業式 （ 卒業生15名 ） 。

中学最後の卒業式 と な る 。

卒業記念に教脆員の寄せ書き

4 月 1 日 制服が

背広型 と な

る 。 生徒手

帳制 定。

背広型制服決 ま る

20 日 卒業生予餞会。

25 日 映画教室 「汚れ な き 悪戯」 （ 江東

リ ッ ツ ）

3 月 1 日 第31回 卒業式 （ 普通科27名 ・ 商業

科62名 ・ 機械科92名 ） 普通科は最後の

卒業生 と な る 。

1 3 日 ～ 1 4 日 入学考査。

20 日 中学第10回卒業式 （ 卒業生24 名 ）

昭和32年度
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4 月 1 1 日 入学式 （ 商業科147名 ・ 機械科303

名 ）

PTA 総会。 新会長 に榎本健吾氏。 （ 榎

本氏 は昭和35年 3 月 ま で会長 を つ と め

る ） 。

5 月 23 日 ～31 日 高 3 修学 旅 行 （ 関 西 ・ 四

国 ・ 九州方面。 8 泊 9 日 ）

27 日 ～29 日 高 2 修学旅行 （ 盤梯 ・ 赤倉

方面。 2 泊 3 日 ）

28 日 ～29 日 中 3 修学旅行 （ 修善寺。

泊 2 日 ）

流感大流行の た め 、 学級閉鎖 や短縮授

業実施。

1 3 日 鋳造実習室火入式。

1 5 日 円 形鉄 筋 校 舎 建 築事 業 協 賛 会 結

成 。

7 月 1 1 日 ～ 1 2 日

面 ）

1 5 日 新 生野球部発会式。

22 日 ～31 日 夏季購習 会。

9 月 21 日 映画教室 「抵抗」 （ 江東 リ ッ ツ ）

第 5 回 関商杯珠算大会 （ 梅 島 小 ・

荒川 5 中優勝）

26 日 ～27 日 高校 、 就職模擬試験。 中学 、

進学模擬試験。

1 0月 1 日 東京都記念祭 に つ き 休業。

1 3 日 第28回体育祭。

28 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 内翁本俊彦

君 ）

30 日 父 兄会 、 成 人教育 （ 講師 村 岡 花 —•

子氏）

1 1 月 2 日 映画教室 「探 よ 、

4 月

6 月

ー

高 1 修学旅行 （ 浅間高原方

あ れがパ リ の灯

5 月 28 日 ～ 6 月 4 日

四国方面）

30 日 ～ 6 月 2 日

松島方面 ）

30 日 ～31 日 高 1 修学旅行 （ 日 本平方面）

30~ 6 月 1 日 中 2 、 3 修学旅行 （ 志賀

高原 ）

6 月 20 日 進学 ・ 就職模擬試験 （ 高 2 、 3 )

27 日 職業謂話会開催 （ 購師 也戸労政

事務所長 ） 。

7 月 3 日 就 職 講 話 （ 講 師

員 ） 。

1 1 日 就職講話 （ 講師

事課長代理）

1 6 日 映画教室 「 カ ラ コ ル ム 」 （ 本所映画 ）

21 日 ～30 日 夏季謡習 会。

9 月 20 日 見学会 （ 高 2 東京証券取引所。 高

3 東京火力 発電所 ）

22 日 第 4 回関麻杯珠算競技大会 （ 平井

西小 ・ 足立 9 中優勝 ）

1 0 月 1 日 開 都500年祭 に つ き 午後授業打 ち

切 り 。

2 日 開都500年記念私学祭式典参加 （ 神

宮競技場 ）

1 2 日 第27回体育祭。

1 8 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 小川 喜一

郎君 ）

22 日 映画教室 「マ ス ナ ル に 立 つ」 （ 江

東 リ ッ ツ ）

25 日 父 兄 会 ・ 成 人 教 育 （ 謂 師

解説委員 熊谷幸関氏 ） 。

27 日 全校見学会 （ 高 3 東京証券取引所。

高 2 本州製紙。 高 1 放送博物館。 中学

科学博物館 ）

1 1 月 20 日 全校見学会 （ 高 3 ア サ ヒ ピ ー ル 。

高 2 宝酒造 。 高 1 羽 田空港。 中学交通

博物館 ）

30 日 全校マ ラ ソ ン 大会。

1 2 月 1 5 日 鋳造室上棟式。

1 2 月 珠算実務検定会場校 と な る 。

1 月 1 8 日 機械科鋳造実習室 （ 鉄骨44坪 ） 落

成式。

2 月 1 1 日 成人教育。 講 師

部長 志村正順氏 ）

高 3 修学旅行 （ 関 西 ・

高 2 修学旅行 （ 仙台 ・

亀 戸 安 定 所係

橋本三井銀行人

NHK 

NHK ス ポ ー ツ

広美君 ら 入賞 ）
1 0月 8 日 ～1 0 日 電気科 3 年 、 佐久間 ダム 見

学。

1 1 月 2 日 体育祭 （ 学 校 ）

4 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 高橋正夫

君 ）

8 日 映画教室 （ 日 比谷映画 ） 原子力平

和利用博覧 会見学 （ 日 比谷公園 ）

1 2 日 講堂移築 、 機械実習室落成記念式

典挙行。

1 7 日 私学祭 （ 神宮競技場 ） に 高 1 生徒

全員参加。

1 2月 2 日 全校 マ ラ ソ ン 大会 ( 1 1 , 000 メ ー ト

ル ）

2 月 3 日 卒業予銭学芸祭挙行。

3 月 1 日 第29回卒業式 （ 商業科75名 ・ 機械

科88名 ）

7 日 入学考鉦 ( 31 年度か ら 中学の募集

を 休止す る ）

20 日 中学校第 9 回卒業式 （ 卒業生21 名 ）

ゞ苓、

4 月 1 0 日 機械科実習室修祓式。

1 1 日 入学式 （ i湖業科208名 ・ 機械科258

名 ）

1 9 日 PTA 総会。

5 月 1 1 日 映画教室 「失わ れ た 大陸」 （ 有楽座 ）

工業屁見学 （ 日 比谷公園 ）

映画教室 （有楽座で）
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2 月 6 日 父兄会 （ 講師 守屋紀美雄氏 ）

3 月 1 日 第 34回 卒業式 （ 商業 科126名 ・ 機
械 科257名 ・）

4 月 1 日 軍気科生徒蒻集再開。
1 2 日 入学式 （ 商業科105名 ・ 機械科365

名 ・ 電気 科153名 ）

26 日 映 画 教 室 ド イ ツ 映画 「橋」 （ 江

東楽天地 ）
PTA 総会。 新会長 に 滝尾享三郎氏 （ 滝
尾氏 は昭和37年 3 月 ま で会長 を つ と め

る ）

6 月 1 日 夏期制服着用 と 同時 に 新制定の衿

章 を 添付 さ せ る 。

4 日 父兄会謂演 （ 講師 阿部真之助 氏 ）

6 日 鍛造実習室落成 、 修祓式。

完成 し た鍛造実習室

1 3 日 演劇教室 （ 人形浄瑠璃観賞 ）

1 8 日 部会旗贈呈式 と 選手推戴式。

7 月 1 日 ～ 1 3 日 3 年修学旅行 （ 十和 田 ・ 北

海道一周 、 1 2泊 1 3 日 ）

6 日 ～ 9 日 1 、 2 年修学旅行 ( 1 年

裏磐梯。 2 年赤倉 、 2 泊 3 日 ）

1 8 日 ～27 日 夏季講習会。

8 月 28 日 3 団 体 （ 帝国内院 ・ 吉祥女子高 ・

本校 ） ス ボ ー ツ 大会。

3 団体連合運動会 （吉祥女子志で ）
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1 0月 1 7 日 父兄会 ・ 成 人教育。
21 日 ～23 日 文化祭。

24 日 創立35周年記念式典 を 挙行。

「三十五年誌」 発 刊 。

創立35周年
に刊行 さ れ た
記念誌

28 日 35周 年記念品贈呈 （ 生徒 へ ）
1 1 月 6 日 マ ラ ソ ン 大会。

荒川堤防 で の マ ラ ソ ン 大会風景

1 2 日 朝 日 新 Ilfl音楽教室。

2 月 8 日 設立者守屋荒美雄先生記念祭。

1 4 日 卒業予践会。

1 7 日 入学試験c

3 月 2 日 卒業式。

荒川放水路か ら 見 た校舎 （ い ま残 っ て い
る の は東館だ け ）

4 月 1 1 日 入学式 （ 商業科210名 ・ ＇屯気科143
名 ・ 機械科381 名 ）

25 日 PTA 総会。

5 月 7 日 、 8 日 、 1 2 日 新 入 生 歓迎 ソ フ ト ボ ー

ル大会。

9 日 就 職 講話 と 3 年父 兄 会 （ 購師 fu
戸職業安定所次長 ）

1 9 日 商業科 、 国 際見本市見学。

20 日 ～22 日 工業科 、 国 際見本市見学 e

27 日 私学祭 、 畠太子御成婚祝賀奉祝会
( 1 年 4 ク ラ ス 派造 ）

6 月 1 1 日 ～ 1 3 日 1 年修

学旅行 （ 裏盤梯 ）
1 5 日 ～ 1 7 日 2 年修

学旅行 （ 赤怠方面 ）

1 6 日 ～26 日 3 年修

学旅行 （ 北海 追 ）
9 月 26 日 映 画 教 室

「 レ ・ ミ ゼ ラ プ
)レ」 ( 4訂折fl快画j )

椴械実習風景

閃商司＇総訊竺

351'1'•記念

Y 色 生 “ 衣 :: ? t; 

創立35周年記念
の同窓会報
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4 月 1 1 日 入学式 （ 商業科126名 ・ 機械科341
名 ） 。

5 月 1 日 就職購話 （ 購師 亀戸職業安定所

紹介課長 ）

1 9 日 成人教育 （ 購師 斉藤栄三郎 氏 ）
27 日 全校校外見学 ( 1 年商業科名 古屋

製糖。 機械科宝酒造王子工場。 2 年商

業科朝 日 ビ ー ル工場。 機械科川崎製鉄
千葉工場。 3 年商業科証券取引所。 機

械科本州製紙の 予 定 は 中 止 ）

28 日 ～ 6 月 2 日 学年別 バ レ ー 大会。

6 月 5 日 就職謂話 （ 謡師 三井銀行 人事課

長代理 橋本連男 氏 ）
6 日 交通安全講話 （ 講師 小林、 小松

川 署員 ） 。

7 月 1 日 ～ 4 日 1 年修学旅行

1 日 ～ 1 0 日 3 年修学旅行 （ 北海道方面i )
9 日 ～ 1 1 日 2 年修学旅行 （ 磐梯高原方

面 ）

1 4 日 ～23 日 夏季講習 会。

9 月 1 8 日 台風21 号 の た め 臨 時休校。

27 日 台風22号 の た め 臨時休校。

29 日 父 兄 会 ・ 成 人 教 育 （ 講師 阿部真

之助氏 ）
30 日 円形鉄筋校舎の落成 引 渡式 （ 現在

の 東館 ）

本校初の鉄筋校舎「東館」完成

1 0月 1 日 大東京祭 に つ き 休校。

6 日 新校舎へ移転 し た 。

1 3 日 映画教室 （ 本所映画 ）
30 日 岡 田 忠彦元校長逝去 ( 80歳 ）

1 1 月 4 日 岡 田 忠 彦元校長葬儀 （ 青 山葬儀場 ）

1 4 日 円形鉄筋校舎落成式。
22 日 第 6 回 関商杯珠算大会 （ 真土小 ・

荒川 5 中 優勝 ）

28 日 マ ラ ソ ン 大 会 。
2 月 4 日 父兄会 、 成人教育 （ 講師 気象庁

予報部長 理博 肥沼党ー氏 ）



井氏は昭和39年3月まで会長をつとめ

る）

5 月19日 八代先生 を送る会を、 図古館で、

学校法人 ・ 教職員•PTA ・ 同窓会 ・

親和 会合同で行う 。

23日 八千穂山荘上棟式。

25日 前校長、 岩瀬好ー先生逝去される。

6 月 2 日 推戴式。

25日 バナマ総領市モラレス氏夫妻が来

校し講演。

25日～7月3 日 3年修学旅行（北海迫

一周 、 8 泊9 日）

26日 ～29日 1 · 2年修学旅行。(1年

赤倉 ・ 野尻湖 。 2年衷磐梯）（2泊3日）

7月16日～25日 夏季講習会。

25日 長野県南佐久郡八千穂村に林l蜀学

校八千穂山荘（敷地1万坪、 建物2百

坪）が完成し、落成式を挙行する。

31日 林間学校第一陣出発(6日まで2

年、 6 日からは1年） 8 月18日まで9

同にわたり2泊3日で利用する。 以後

毎年1年生全員が使用することにな

る。

杓

., 

本館完成予想図（故大橋荘二先生画）

13日 ～15日 文化祭。 応援歌発表。

26日 体育祭。

11月10日 1 · 2年 校外見学。

18日 成人講話（講師藤瀬五郎氏）

喜びのことばをのぺる生徒会長

、&.

祝賀会で挨拶する
守屋美賀雄理事長 し“脳等

亭"
t ヽ• - ― `’22 

·1'!"""" ゞ＾●胃噌全

翌翌畠託謀り魏9

夏休みに1年生
が利用する
「八千穂山荘」

'· 
請堂での•.
成人講話

3 月 1 日 第36回卒業式（商業科165名 ・ 機

械科36 4名 ・ 屯気科126名）

31日 八代盛先生退職。 勤続年数は昭和

3年4 月赴任以来禍34年におよんだ 。

なお 、 先生 はその後も講師として昭和

和45年3月まで勤務された。

昭和37年度

4月 1 日 天野格之助教諭、 教頭に昇任。

1 1日 入学式（商業科198名 ・ 機械科340

名 ・ 屯気科224名）

4月 PTA総会。 新会長に今井正雄氏。（今

昭和36年度

4月11日 入学式（商業科58名 ・ 機械科268
名 ・ 屯気科85名）

当時の先生たち

5 月20日 機械科木型尖習室修祓式。

6 月27日 ～7月7日 3年修学旅行（北海
珀・ト和田・10泊1 1日）

7月3 日～7日 1 · 2年修学旅行。

12日 選手推戴式。

完成した「西館」

選手推戴式（校庭）

9 月22日 成人教育（購師 村岡花子氏）
10月3 日 図杏館聞館式(10月 5 日から 一般

生徒利用開始）
8 日 第 9回関尚杯珠群大会（千寿5

小 ・ 荒川4中俊勝）
11 日 江戸川堤強歩訓錬。

13日 第2期円形校舎（西館）落成式を
本校図心館で挙行する。

9 月24日 映画教室 イタリア映画「ロベル
将軍」（江東楽天地）

26日 鉄筋校舎（西館） 第2期工事の起
工式を挙行。

「西館」工事に着工

10月3 日～4日 全校競技大会（総合体育大
会） （バレ ー ・ バスケット ・ ソフト ・

ドッヂポール ・ 相撲·卓球）
10日 生徒会役員選挙（会長に滝尾享一

君）
22日 父兄会（講師 NHKアナウンス

部長 ，’f木一雄氏）
26日 1 、 2年「講油と映画の会」（講

師 弁護士 増田迅義氏。 映画「裁判
のABC」「或る少年の場合」）

総合体育大会のアーチ（正門前）
11月18日 1 · 2年校外見学(1 年商業科 、

森永製菜鶴見・束芝川崎工場） 、 （2年
莉業科 、 東京証券取引所） 、 （1年工業
科 、 日産自動卓横浜工場 ・ 横浜港） （2 

年工業科 、 川鉄千葉・火力発屯所 ・ 自
衛隊）

1月28日 父兄会（講演 ダン迎子氏）
2 月 8 日 守展流美雄先生23回忌（講師 文

学関士西田卯八氏）
9 日 第4回校内弁論大会。

25日 機械科木型実習工場上棟式挙行。
3 月1 日 第35回卒業式（商業科112名 ・ 機

械科285名）
10日 第2期円型校舎（西館）上棟式。
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22日 卒業生多数来校し、 3年生対象に

「実社会での体験談を間く会」を開催。

2月6日 守屋流美雄先生記念祭と本校閲係

物故者慰虚祭。

3 月 1 日 第38回卒業式（廂業科47名 ・ 機械

科228名・電気科73名）

4 月11日 入学式（商業科298名 ・ 機械科403

名・電気科258名）

17日 千菓県印廂郡白井村に 4 千坪のグ

ランド用地を賀収。

20日 本館落成の修祓式。

25日 本館落成式内祝を行う。

落成した本館

4月 PTA総会（新会長に胄野武臣氏）

5月30日 成人謡話（購師 NHK会長 阿

部襄之助氏）
＇

6月25日～ 7月3日 3年修学旅行（北海道

一固• 8泊9日）

7月9日 理事阿部稟之助氏逝去。

20日～ 8 月10日 1 年林間1学校（八千穂、

3泊4日）

29日 千葉県印廂郡白井村のグランド地

鎖祭を行う。

9 月 1 日 ←子屋荒芙雄先生の胸像奉安式を行

う。

26日 就職懇談会 (2 年）

10月 1 日 ：守屋美智雄校長、 教育功労者とし

て東求都から表彰状と銀盃を受ける。

4日 第 12 回関商杯珠諒大会（五反野
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題字を改めた学校新聞

25日 クラブ・ ハウス (257平方米） 2 

階建てが落成し、 入居式を学行する。

28日～7月6日 3年修学旅行（北海迎

一周、 8泊9日）。

7 月 2 日～4 日 2年修学旅行（裏盤梯）

8日～17 日 3年就職依頼者講習会。

9 日 映画鑑買「四部開拓史」（テアト

ル東京）

13日 同窓会総会。

17日 1 年生林間学校 (2 泊 3 日）

8 月21 日～30日 1 · 2 年購習会。

9 月14日～15日 生徒作品展を開く。

21日 就職講話と担任との懇談会（講帥

学校長）

10月28日 生徒会役鼠選挙（会長に赤沢洋太

郎君）。

11月16日 成人謡話（謡師 東洋大学教投

村田宏雄氏）

恒例となった慰霊祭

3 月 1 日 第37 回卒業式（商業科89名・機械

科320名・屯気科138名）

4 月11 日 入学式（商業科273名・機械科376

名・屯気科227名）

20日 PTA総会。 新会長に今井正雄氏。

5月4日 推戴式。

11日 就職購話・ 懇談会（講師 fu戸職

業安定所所長）

6 月 1 日 成人講話（購師 斉藤栄三郎氏）

5 日 第三期工事の本館（鉄筋 4 階建て

1,200坪）工事の地鎖祭を行う。

本館の地銀祭

10日 「関商新閲」を「関東商工高校新聞」

と改称する。
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一

八千穂山荘前での記念撮影（落成式の日）

9 月15日～16日 展示会。

10月14日 連動会。

20日 「PTA会報」を創刊する。

29日 映画教室。

ll月7日 1 · 2年校外兄学(1年武蔵野方

面。 2年鎌食方面）

11日 迎路指柑慇談会。

17日 公開授業・成人教育。

2 月 8 日 守屋荒芙雄先生第26回昇天記念日

にあたり、 本校の法人•PTA ・ 同窓

会・旧職晨関係の物故者合同慰霊祭を

講堂で挙行した。
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1 8 日 ～27 日

7 泊 8 日 、

2 年修学旅行 （ 九州一周 、

3 陣 に 分 け て 実施 ）

.H i � h '. ; 卜 5 る ● ら 名 ； 社 s ，し ；→ そ ， ぐ

九州一周 の修学旅行を と り あ げた学校新聞

1 1 月 1 1 日 進路指焉懇談会。

1 2 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 竹 内正義

君 ）
1 2 月 1 2 日 ス キ ー ハ ウ ス の 内 部改装工事が完

成 し 開所式 を 挙行 す る 。

1 月 28 日 予餞会 （ 江戸 川 公 会堂 ）

2 月 7 日 ～ 3 月 1 日 3 年 ス キ ー 教室 （ 六 日

町、 2 泊 3 日 ）

雪に う も れ た ス キ ー ハ ウ ス

ス キ ー ハ ウ ス での食事風景

1 0 日 入学考査。

完成 し た 野球部合宿所

31 日 新 潟 県 南 魚 沼 郡六 日 町 余 川 に ス

キ ー ハ ウ ス を 購入 す る 。

7 月 1 9 日 ～24 日 3 年講習会。

22 日 ～ 8 月 9 日 1 年林間学校 ( 3 泊 4

日 ） 6 回 に 分 け て 実施。

31 日 建築科実験実習場が落成。
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建築科実習場竣工式

8 月 1 9 日 ～30 日 1 · 2 年講習会。

1 0 月 3 日 体育祭 。
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全校朝礼

1 月 5 日 江間茂教諭急逝。

30 日 成 人 謂話 （ 講師 疫応義坐大学教

授池田弥三郎氏 ）

2 月 1 0 日 ～1 1 日 入学考査 （ 英、 数 、 国 、 社 、

理 、 5 教科実施 ）

25 日 予餞会 （ 江戸川公会堂、 中村学園
の 生徒が友情出 演 ） 。

3 月 7 日 第39 回 卒業式 （ 商業科1 73 名 ・ 機
械 科309名 ・ 屯気科193名 ）

4 月 1 日 新 た に 建築科 を 設置 す る 。

1 1 日 入学式 （ 商業科259名 、 機械科256
名 、 屯気科148名 、 建築科125名 ）

24 日 PTA 総 会 （ 新 会長 に 大塚大五郎
氏 ）

25 日 ～ 8 月 28 日 天野教頭 、 外 国 の学校

事情視察の た め ア メ リ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ
ヘ ゜

26 日 実 力 考査。
5 月 8 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者 の 慰霊祭 を 挙行。
1 5 日 千菜県印廂郡白 井町 の 本校 グ ラ ン

ド に 野球部合宿所が完成 し 落成式 を 挙

行。 千葉商高 と 親善試合 を 行 う 。

合宿所完成記念親善試合風景 （対千葉商高）

小 ・ 小松川 2 [h優勝 ）
1 0 月 30 日 剖立40周年記念

式典 を 行 う 。

30 日 1 1 月 1 • 2 日

記念文化祭。

40周年記念式典で挨拶 す る
守屋美智雄校長

1 1 月 3 日 野球場 グ ラ ン ド開 き 。 明治高校 と

親善試合 を 行 う 。

待望の グ ラ ン ド完成

球場開 き に対戦 し た®明治高校野球部員 と
〶本校野球部員

8 日 ～ 1 6 日 2 年修学旅行 （ 九州 一周 、 7 

泊 8 日 ・ ニ 陣 に 分 け 実施 ） 。 従来 3 年生

の 7 )：'ヽJ に 実施 し て い た 北海道旅行 を 今年

度か ら 変更 す る 。

1 1 日 進路指祁懇談会。

27 日 生徒会役員選挙 （ 清野修君 ）
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1 1 月 1 1 日 成人講話 （ 購師 医学博士 守屋

美響雄先生 ）
1 月 1 9 日 ～31 日 3 年 ス キ ー 教室 （ 六 日 町 、

2 泊 3 日 ）
3 1 日 ～ 2 月 27 日 2 年 ス キ ー 教室 （ 六 日

町 、 2 泊 3 日 ） こ の年 か ら ス キ ー 教室
は 2 年時 と な る 。

2 月 1 3 日 予餞会 （ 江戸 川 公会堂 ）

3 月 3 日 第42 回 卒業 式 （ 商業科213名 、 機

械科234 名 、 電気科131 名 、 建築科1 12名 ）

建築科 は第 1 回 の 卒業生 で あ る 。

4 月 1 日 坊主刈 り で あ っ た 生徒の髪型 を こ

の 年 か ら 長髪許可。

背広に坊主頭、
関商生の ト レ ー ドマ ー ク ま た一つ消 え る

1 1 日 入学式 ( i商業科•90名 ・ 機械科228

名 ・ 電気科 ］ 05 名 ・ 建築科81 名 ） 。
1 5 日 ～25 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

（ 白 ：）中 、 1 泊 2 日 ） 。

20 日 PTA 総会 （ 新会長 に 飯島正 司 氏 ）

26 日 1 年学カ テ ス ト 。

5 月 1 1 日 守屋荒美雄先仕：記念祭 と 本校関係

者 の物故者慰霊祭 を 挙行 。

7 月 1 5 日 ～1 9 日 2 年修学旅行。 機械科 （ 能

登 ・ ト ヨ タ 自 動 車 ） 、 屯 気 科 （ 黒 四 ダ

ム ・ 上高地 ・ 高 山 ）

20 日 ～ 8 月 4 月 1 年林間学校 、 3 泊 4

E」 。
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4 月 1 日 預 lfll会発足。
1 1 日 入学式 （ 岡業科1 53 名 ・ 機械科327

名 ・ 屯気科105名 ・ 建築科106 名 ）

22 日 PTA 総会 （ 新会長 に 咽 月 好迅氏 ）
27 日 1 年学カ テ ス ト 。

5 月 6 日 3 年就職講話。

1 3 日 守屋荒美雄先生の 記念祭 と 本校関

係物故者の 慰霊祭 を 挙行。

6 月 1 0 日 増 田啓策先生逝去 ( 70歳 ）

7 月 1 1 日 ～24 日 3 年夏期購習 。

1 6 日 ～1 9 日 2 年修学旅行。 機械科 （ 新

焉 • 佐渡方面 ）
1 7 日 ～20 日 屯気科• （ 佐久IMJ . 黒 四 ダム

方 面 ）

20 日 ～ 8 月 7 日 1 年林間学校 ( 3 泊 4

日 ）

8 月 5 日 ～ 8 月 26 日 清水保洋先生 、 涌外研

修 （ ヨ ー ロ ッ パ 8 カ 国 を 視察 ） 。

8 月 21 日 ～31 日 1 · 2 年夏期講習 会。

1 0 月 2 日 建築科 2 年校外見学 （ 日 光 ）
1 0 日 体育祭。

1 4 日 進路指府懇談会。

23 日 生徒会役只選挙 （ 会長 に 古川順二

君 ）

学年単位 の 旅行 は こ れ が最後 と な る 。

31 日 長谷川義人先生逝去 ( 46歳 ）

1 1 月 27 日

月 衛先 生 ）

“高校生の家庭教育'’
と い う 演題で

講演す る 望 月 先生

1 月 20 日 予賎会。

21 日 ～ 2 月 1 4 日 2 年 ス キ ー 教室 （ 六 日
町、 2 泊 3 日 ）

2 月 1 4 日 ～ 3 月 6 日 3 年 ス キ ー 教室 （ 六 日
町 、 2 泊 3 日 ）

実験器材の並ぶ電気科実習室

3 月 1 3 日 第41 回 卒業式 （ 商業科248名 ・

械科358 名 ・ 電 気科226 名 ） c

1 5 日 屯気科 2 年 、 校外見学 （ 城 山 水 カ ・

磯子火力 発電所 ）

27 日 ～30 日 2 年修学旅行 ( 3 泊 4 日 ） 、

商業科 （ 鈴鹿 ・ 伊勢 ・ 烏羽 ） 、 建築科 （ 京

都 ・ 奈良 • 吉野 ・ 伊勢 ）
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3 月 1 3 日 第 40 回 卒 業 式

（ 商 業 科 20 1 名 ・ 機
械 科 337 名 ・ 電 気 科
205名 ）

聴員の研究発表誌
「研修」 発刊 さ れ る

研 修”

g g ,  

ダ 名

入学式での ク ラ ス担任紹介

23 日 PTA 総会 （ 新会長 に 鹿野元ー氏 ）

5 月 1 4 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者の慰霊祭 を 挙行 す る 。

7 月 22 日 ～ 8 月 9 日 1 年林間学校 ( 3 泊 4
日 ）

9 月 1 9 日 ～22 日 球技大会。

22 日 ～23 日 生徒作品展c

1 0月 1 4 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 上野誠司

君 ）
26 日 ～1 1 月 3 日 2 年修学旅行 （ 九州 一

周 ． 6 泊 7 日 ・ 2 陣 に 分 け て 実施 ） 。



1 1 月 1 · 2 日 記念文化祭。

6 日 体育祭。

1 5 日 成 人 購 話

（ 購師 星華学

園 倉科 茂副

園長 ）

24 日 ～29 日 商業

科 2 • 3 年 （ 営

業 ） 校外実習。

27 日 商業科 2 .
写真中心に編集
さ れた 四十五年史

3 年 （ 経理 ） 校

外見学 ( NHK 放 送 セ ン タ ー ）

1 月 24 日 ～ 2 月 24 日 2 年 ス キ ー 教室 ( 2 泊

3 日 、 六 日 町 ） 。

2 月 1 5 日 入学考査 （ 国 、 英 、 数 ）

27 日 予餞会 （ 江戸川 公会堂 ）

3 月 3 日 第44回 卒業式 （ i湖業科1 22名 ・ 機

械 科257名 ・ 電気科100名 ・ 建築科86名

・ 定時制機械科1 8名 ）

4 月 1 日 従 来 は生徒の オ ー ト バイ通学 を 認
め て いだ が、 交通事故激増 の た め オ ー

ト バ イ の通学や乗車 を 禁止 す る 。

ズラ リ 並んだ生徒通学用パイ ク

9 日 入学式 （ 簡業科126名 ・ 機械科375
名 ・ 屯気科 1 65名 ・ 建築科1 1 7名 ）

1 3 日 ～ 5 月 23 日 新 人 生 オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン （ 白 井 グ ラ ン ド 、 1 泊 2 日 ）

25 日 PTA 総会 （ 新会長 に 井上寅雄氏 ）

5 月 2 日 就職講話。

9 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者の慰霊祭 を
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究会 を 開催 す る 。

9 月 29 日 イ ン タ ー ア ク ト ク ラ ブ認証状伝達

式 を 挙行 す る 。

イ ン タ ー ア ク ト ク ラ ブ誕生

1 0月 生徒会役員選挙 （ 会長 に小 川喜正君 ）

22 日 ～26 日 3 年修学旅行商業科 （ 北 陸

一周 ） 、 建築科 （ 京都 ・ 奈良 ）

建築中の機械科総合実習館

1 1 月 1 日 創 立45周 年記念式典 と 機械科総合

実習館落成式 を 学行 す る 。

校史 「四十五年史」 発刊。

＼
 

れ た が 、 昭和43年度選抜高校野球大会
の東京都代表補欠校 に 選 ばれ る 。

27 日 野球部後援会発足 （ 会長 に 石渡金

三氏 ）

理事長の守屋美賀雄i先生が上智大学学

長 に 就任 さ れ る 。

1 月 25 日 ～ 2 月 25 日 2 年 ス キ ー 教室 （ 六 日
IIJJ • 2 泊 3 日 ）

2 月 1 4 日 ～ 1 8 日 商業科 （ 営業 コ ー ス ） 校外

実 習 。
1 5 日 入学考査。

関 東商工高等学校 イ ン タ ー ア ク ト ク ラ

ブ結成。

3 月 3 日 第43 回卒業式 （ 商業科 1 9 1 名 ・ 機

械 科228 名 ・ 電 気 科 1 1 6 名 ・ 建 築 科67
名 ・ 定時制機械科32名 ）

4 月 8 日 入 学式 （ 商業科95 名 ・ 機械科354
名 ・ 屯気科148名 ・ 建築科107名 ）

1 1 日 ～ 5 月 1 7 日 1 年 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン （ 白 井 グ ラ ン ド 、 1 泊 2 日 ）

26 日 PTA 総会 （ 新会長に 1:I1村初雄氏 ）
28 日 建築科 2 · 3 年校外見学 「新宮殿

建築資料展」 ( fl青海 ）
30 日 屯気科 2 · 3 年校外見学 、 国 隙見

本市 （ 睛海 ）

5 月 1 0 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校 関 係

物故者の 慰霊祭 を 学行 。

1 7 日 建築科映画教室 「超高層 の あ け ほ

の」
6 月 1 6 日 ～21 日 商業科 （ 営 業 ） 「校外実習」

1 9 日 商業科 （ 経理 ） 校外見学。
7 月 8 日 機械科校外見学 「金屈機械加工展」

（ 睛海 ）
20 日 ～ 8 月 4 日

日 ）

28 日 ～ 8 月 1 9 日 ｛中野秀維先'-.1こ 、 海外研

修 （ ヨ ー ロ ッ パ を 中心 に 1 2 カ 国視察 ）

8 月 20 日 ～30 日 1 · 2 年夏季講習 c

9 月 20 日 姉妹校 「吉祥女子高」 と の 合同研

1 年林間学校 ( 3 泊 4

駒出池でテ ン ト を 設営 す る 生徒 た ち

7 月 24 日 ～ 8 月 1 4 日 木川木六先生 、 海外研
修 （ ヨ ー ロ ッ パ1 3 カ 国 を 視察 ）

8 月 21 日 ～31 日 1 · 2 年講習会。
9 月 29 日 ・ 30 日 生徒作品展。

1 0 月 5 日 映画鑑賞 「青春」 （ 本所 劇 場 ・ キ
ン ゲキ ） 。

1 0 日 体育祭。
1 2 日 姉妹校 「吉祥女子高」 と 合同研究

会。
1 3 日 「明治100年記念大銀座祭」 に 吹奏

楽部がパ レ ー ド す る 。

“明治も遠 く な り
銀座バ レ ー

に け り ＂ 吹奏楽部の
ド を 扱っ た 学校新聞

1 0月 生徒会役員選挙 （ 会長 に 浅沼 巧 君 ）
1 1 月 2 日 校外見学実施。 1 、年 （ 平林寺 ・ 日

野 自 動車 ） 、 2 .｛平建築科 （ 日 光 ） 、 3 年

（ 真鶴IIIf[l )

3 日 第 1 6 回 関 廂杯珠算競技大会 （ 第 9

峡l□l/
1
小 • r:j::1台r|！優勝 ）

1 6 日 成人購話 （ 講師 宮城音弥 氏 ）

1 9 日 硬式野球部が秋季東京大会で大活
踏！ し た 。 準決勝で堀越 高 に 6 - 0 で 敗
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< ··-, , 

緊張 して対面式に向 う 1 年生

余裕で迎 え る
在校生

1 9 日

22 日

氏 ）
5 月 1 3 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者の慰霊祭 を 挙行。

22 日 ～ 26 日 3 年修学旅行。 滴業科 ・ 機

械科 （ 山 陽 ・ 山 陰方面 ） 、 宙気科 （ 秋 田 ・

青 森方 面 ） 、 建 築 科 （ 伊 勢 • 吉 野 ・ 奈

良方面）

1 年学 カ テ ス ト 。

PTA 総 会 （ 新 会 長 に 佐 々 木隆保

7 月 7 日 映画教室 「札幌 オ リ ン ピ ッ ク 」 （ 江

戸川 公会堂 ・ 江東劇 場 ）

8 日 就職講話 （ 講師 氾戸職業安定所

職業指禅課長 若林栄三郎氏 ）

7 月 23 日 ～ 8 月 1 0 日 1 年林問学校 ( 3 泊 4

日 ）
26 日 ～ 8 月 20 日 渡辺泰先生 、 南秀夫先

生海外研修 （ ソ 連 を は じ め ヨ ー ロ ッ パ

1 1 カ 国 を 視察 ）
9 月 22 日 体育祭。

勝 っ て良 し 負 け て ま た良 し体育祭
々 → 令こ え 芦'

ぷm； 芍 —
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ナ ダ ・ ア メ リ カ ）

9 月 1 2 日 、 1 3 日 生徒作品展。

1 0月 1 6 日 体育祭。

20 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 島本

君 ）
24 日 成人講話 （ 学校長 ・ 尾又 ・ 内 山 先

生 ）

1 1 月 7 日 第19回関商杯珠算競技大会 （ 隅田

小 ・ 池袋中優勝 ）
1 1 日 校 外見学実施。 商業科 （ 平林寺 ・

吉見百穴 ） 、 機械科 ( 1 年 、 香取神宮 ・

鹿 島臨海工業地帯。 2 • 3 年 、 日 産 ジ 一

ゼ ル工場 ） 屯気科 ( 1 年 、 小河内 ダ ム ・

深大寺。 2 年 、 入 間航空基地 ・ 深大寺。

3 年 、 河 口 湖 発電所 ・ 白 糸 の 滝 ） 建築

科 ( 2 年 、 日 光。 3 年 、 都内建築物 ・

放送セ ン タ ー 他 ）

1 月 1 8 日 ～ 2 月 27 日 2 年 ス キ ー 教室 ( 2 泊

3 日 、 六 日 町 ）

校 内理髪実習 開 始

（ 百円床屋 ） 。

2 月

厳

-愁 岱 吃 屋
，＼ パ戸円

子 墨 に 汀， ＂` も ＂．理
(

9

ら 笠 屈 ら尺'.，
’

り， 緑
紅 ， べ 1-¢? 1 \ }‘ ’. , g． 弐

"，. t -.  ，＼· しさ

:` ,}、 ：こ 后 ぶ ” し·
ゃ 梵 ぃ し乱 閑好

烹鱈い訊ぷ 辛`
岱 し

戸
• F、 名

新聞に載 っ た百円床屋の記事

2 月 1 5 日 入学考査 （ 国 ・ 英 ・ 数 ・ 面接 ） 。

3 月 3 日 第46回卒業式 （ 商業科77名 ・ 機械

科305名 ・ 電気科133名 ・ 建築科87名 ）

名 、

国 を 視 察 ）
8 月 28 日 、 29 日

2 日 ）

9 月 20 日 ～21 日 生徒作品展。
1 0月 1 0 日 体育祭。

1 9 日 生徒会役員選挙 （会長佐藤祥彦君 ）

24 日 成 人購話 （ 諧師 学校長 ・ 尾又 ．

内 山 先生 ）

1 1 月 1 日 第18回関商杯珠尊競技大 会 （ 隅田

I 小 ・ 中台 中優勝 ）

4 日 建築科校外見学 （ 日 光 ）

6 日 3 年校外見学 （ 久能 山 ・ 日 本平 ）

24 日 屯気科 2 年校外見学 （ 千葉 火 力 発

電所 ）

1 2 月 4 日 商業科 1 年校外見学 （ 横浜税関 ・

生糸検査所 ）

1 月 1 7 日 ～ 2 月 26 日 2 年 ス キ ー 教室 （ 六 日
IIIJ 、 2 汁'.:J 3 日 ）

2 月 1 5 日 入学考査 （ 国 、 英 、 数 ）

3 月 3 日 第45回 卒業式 （ 商業科75名 ・ 機械

科21 6 名 ・ 電 気科97名 ・ 建築科61 名 ・

定時制機械科22名 ）

1 年万国博見学旅行 ( 1 泊

4 月 1 日 こ の年か ら 定時制 （ 第 2 部 ） の 生

徒募集 を 中止す る 。

9 日 入学式 （ 商業科98 名 ・ 機械科338

名 ・ 屯気科1 12名 ・ 建築科1 1 2 名 ）

24 日 PTA 総会 （ 新 会長 に 荒井徳人氏 ）

5 月 8 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校 関 係

物故者の慰盤祭 を 挙行。

6 月 3 日 映画教室 「 日 本 万 国 博」 （ 江戸川

公会酋i: ）

7 日 ～ 1 2 日 商業科 「校外実習」

7 月 3 日 就職購話。
22 日 ～ 8 月 9 日 1 年林 間 学校 ( 3 泊 4

日 ）
27 日 ～ 8 月 1 9 日 向 井武夫先生 、 海外研

修 （ ソ 連 を は じ め ヨ ー ロ ッ パ 計 9 カ f;fil

を 視察 ）
8 月 1 日 ～21 日 杉 山 茂先生 、 海外研修 （ カ

5 月 1 9 日 ～ 22 日 2 年 修 学 旅 行。 商 業 ・ 機

械 ・ 電 気 科 （ 万 国 博 と 南紀方 面 ） 。 建

築科 （ 万国博 と 伊勢 ・ 奈 良 ）

20 日 ～ 23 日 3 年 修 学 旅 行 、 前 記 と 同

コ ー ス 。

6 月 8 日 ～1 3 日

2 、 3 年生 は修学旅行に万国博見学 を組み入れた

商業科 「校外実宵」

地元江戸川信用金廊での商業科生徒の実習

7 月 22 日 ～ 8 月 1 2 日

日 ）
26 日 ～ 8 月 20 日 守屋校長 、 世界教育者

会 議 へ 出 席 （ オ ー ス ト ラ リ ア ・ シ ド
ニ ー ）

29 日 ～ 8 月 20 日 尾 又 徹 ・ 内 山 勝 憲 先

牛． 、 海外研修 （ ソ 連 、 ヨ ー ロ ッ パ 9 カ

1 年林間学校 ( 3 泊 4
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5 月 1 1 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係
物故者の慰霊祭 を 挙行。

1 7 日 後援会総会 （ 新会長 に 林 功 氏 ）
20 日 ～24 日 3 年修学旅行。 商業科 ・ 機

械 科 （ 山 陽 ・ 山 陰方面 ） 、 電気科 （ 奥
東 北 ・ 陸 中 海岸 ） 、 建 築 科 （ 伊 勢 ・
野 ・ 奈良方面 ）

24 日 普 通科校外見学。 「 レ オ ナ ル ド ・

ダ ・ ヴ ィ ン チ展」 （ 国立科学博物館 ）
7 月 1 7 日 ～ 8 月 7 日 1 年林間学校 ( 3 泊 4

日 ）
9 月 ～1 1 月 3 日 校 内 球技大会

球技大会表彰式

1 0月 26 日 校外見学。 普通科 1 · 2 年 （ 高尾
山ハ イ ク ） 、 機械科 （ 中 国 展 ） 、 屯気科

（ 国 立科学博物 館 ） 、 建築科 ( 1 年、
鎌倉。 2 年、 日 光 ）

1 1 月 3 日 創立50周年記念式典 を 挙行。
記念行事 （ 記念植樹 ・ 正面玄関前 ・ グ
ラ ン ド整地 ・ 校庭南側 ・ プ ロ ッ ク 塀補
修 ・ 学校新聞記念号発刊 ・ 記念文化祭
3 日 ・ 4 日 ）

創立50周年 を 特集 し た学校新聞
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文化祭 と必修 ク ラ ブを特集 し た学校新聞

1 1 月 3 • 4 日 文化祭 。
1 0 日 成 人講話 （ 講師 NHK 学校放送

担当部長 西 山 昭雄氏 ） 。
26 日 守屋校長 、 文部省 よ り 教育功労賞

を 受買。
1 月 1 6 日 ～ 2 月 25 日

（ 六 日 町 ・ 2 泊 3 日 ）
2 月 8 日 守屋荒美雄先生幽前祭。

1 8 日 入学考査。
28 日 予餞会。

3 月 2 日 第48回卒業式 （ 商業科8 1 名 ・
部279名 ・ 屯気科101名 ・ 建築科97名 ・
定時制機械科、 1 2 名 ）
最後の定時制 （ 第 2 部 ） 卒業生 を 廿」 す 。

2 部卒業生総数 は850名 。

4 月 9 日 入学式 （ 普通科106名 ・ 機械科416
名 ・ 屯気科128名 ・ 建築科120名 ）

1 8 日 慰孟祭。 追悼会 を l附 く 。
20 日 1 年学 カ テ ス ト 。

名 ・ 屯気科96名 ・ 建築科90名 ）
21 日 PTA 総会で従来の 「PTA」 を 「後

援会」 と 名 称 を 変更す る 。 新会長 に 木
下一郎氏就任。

5 月 1 2 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係
物故者の慰霊祭 を 挙行

21 日 ～25 日 3 年修学旅行。 商業科 ・ 機
械科（ 山 陽 ・ 山 陰方面 ） 、 屯気科（秋田 ・

肖森方面） 、 建築科 （ 伊勢 ・ 吉野 ・ 奈
良方面）

7 月 1 3 日 「PTA 広 報」 を 「後 援 会 広 報」
と 改称す る 。

「PTA 広報」 が 「後援会広報」 と 改称

7 月 24 日 ～ 8 月 8 日 1 年林lii]学校 ( 3 泊 4
日 ）

8 月 5 日 ～1 1 日 普通科 ( 1 年 1 組 ） 八千穂
を 間 く 。

9 月 1 日 ～ 1 0 月 27 日 校内球技大会。
1 0月 3 日 制帽着用 の 自 由化 を 認 め る c

1 2 日 校外見学実施。 商業科 ( 2 · 3 年 、
東 京 証 券 取 引 所 • NHK 放 送 セ ン
タ ー ） 、 建築科 ( 1 年 、 所沢 ・ 川越方面。
2 年、 日 光 ）

23 日 「関 東商工高校新聞」 を 「関 東一

高新聞」 と 改称す る 。
26 日 普通科 1

46 -

1 0 月 20 日 建築科校外見学 ( 1 年 、 川 越 ・ 東
村 山 方面。 2 年 、 日 光 ）

21 日 成人講話 （ 講師 江戸川 区社会教
育委員 石井釣先生 ）

1 1 月 5 日 ～ 6 日 文化祭 （ テ ー マ 「経済成長
と 公害」 ）
5 日 に は 「第20回関商杯珠算競技大会」
（杉並 9 小 ・ 赤羽 中優勝 ） を 同峙開催。
「関商杯珠算競技大会」 は こ れが最後

と な る 。
1 5 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 菅原良和

君 ）
1 8 日 建築科 3 年生野球部合宿所の 倉印

を 作 る 。
1 月 1 7 日 ～ 2 月 26 日 2 年ス キ ー教室 （ 六 日

町、 2 泊 3 日 ）
1 月 27 日 1 年商屯 ・ コ ー ス 別説明父母会。
2 月 1 8 日 ～1 9 日 入学考査 （ 国 ・ 英 ・ 数 ・ 面

接 ）
27 日 予賎会 （ 江戸川 公会堂 ）

3 月 3 日 第47回 卒業式 （ 商業科109名 ・ 機
械 科 302 名 ・ 屯 気科 13 8 名 ・ 建 築 科 99
名 ）

4 月 1 日

筐 校名 を 関 東第一高等学校 と 改称 す
る 。

4 月 必 修 ク ラ ブ活動 開 始 ( 1 年生 11 ク ラ
プ ） 。

1 0 日 入学式 （ 普通科58名 ・ 機械科265
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昼食時混雑す る 1 階の カ フ ェ テ リ ア

3 階の ジムナ ジ ウ ム

3 月 3 日 第 5 1 回 卒業式 （ 薯通科92名 ・ 機械

科31 6 名 ・ 屯気科100名 ・ 建築科96 名 ）
I 

元 め ぐ り 。 ( 2 年 ） 習 志 野 自 衛 隊。 電

気科 ( 1 、 2 年 ） 科学技術館。 建築科

( 1 年 ） 日 本民家園 、 ( 2 年 ） 日 光。

28 日 建築科 2 年伊藤俊幸君 （ 相撲部 ）

が大相撲高田 川 部屋へ入門 す る 。
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1 1 月 3 • 4 日 霜月 祭

20 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に高橋祐一

君 ）
21 日 高校野球秋季大会 で硬式野球部は

大活躍 し 準決勝 に 進 出 し た が 早稲田

実業 に惜 し く も 敗 れ た 。 ( 4 対 1 )

1 2 月 25 日 総合体育館竣工。

1 月 1 2 日 ～ 2 月 24 日

町 ス キ ー ハ ウ

20 日 総合体育
落成式挙行。

4 月 9 日 入学式 （ 普通科156名 ・ 機械科310

名 ・ 電気科98名 ・ 建築科126名 ）

1 3 日 1 年学カ テ ス ト 。

5 月 7 日 後援会総会 （ 新 会長 に 吉川和男 氏 ）

1 4 日 守届荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者の慰雹祭 を 挙行。
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体育館落成式で挨拶 す る
守屋美賀雄理事長

相撲部 か ら初のプロ誕生

＼ 

26 日 ～ 1 2月 3 日 国 鉄 ス ト で授業中止。
1 月 1 6 日～ 2 月 26 日 2 年ス キ ー 教室 （ 六 日
、へ

町 、 2 泊 3 日 ） 5 組 は 大雪 に 見 舞 わ れ

帰 れ ず 、 長逗留 と な る 。

2 月 1 8 日 入学考査 （ 午前 、 学科 ・ 午後 、 面

接 ）

3 月 1 日 予賎会 （ 江戸川 公会堂 ）

3 日 第50回卒業式 （ 普通科45名 ・ 機械

科•228名 ・ 電気科81 名 ・ 建築科75 名 ）

総計429 名 。 普 通 科 は 復活後最初 の 卒

業生で あ る 。

23 日 ～27 日 2 年挫通科 、 修学旅行 （ 北
九州方面 ）

4 月 9 日 入学式 （ 普通科143名 ・ 機械科291
名 ・ 電気科101 名 ・ 建築科108名 ）

4 月 生徒週番部が発足す る 。

1 9 日 1 年、 学カ テ ス ト 。

24 日 後援会総会 （ 新会長 に 村 山 五郎氏 ）

5 月 8 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係

物故者の慰霊祭 を 挙行。

24~29 日 3 年修学旅行 、 機械科 （ 山 陽 ・

四 国 ） 、 屯気科 （ 奥東北 ・ 陸 I、中海岸 ） 、

建築科 （ 伊勢 • 吉野 ・ 奈良 ）
6 月 7 日 交通事故 ・ 非行 防止 の た め の講演

と 映画 （ 講師 小松川警察署晨 ）

体育館地鎖祭

普逍科 3 年歌舞伎教室鑑費 （ 国立劇場 、

平家女護島 「俊党」 ）
1 8 日 ～• 8 月 4 日 1 年林間学校 ( 2 泊 3

1
日 ）

I 9 月 1 9 日 体育祭 （ 松江三I：ド校庭）

1 0 月 7 日 校外見学。 普通科 ( 1 年 ） 高尾山

ハ イ ク 、 ( 2 年 ） NHK 放 送 セ ン タ ー 。

機械科 （ 1 .年 ） 平将門追跡 と 益子焼窯

7 月

1 1 月 20 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 万処好雄

君 ）

1 月 1 8 日 ～ 2 月 21 日 2 年ス キ ー 教室 （ 六 日

町 2 泊 3 日 ）

2 月 1 8 日 入学考査。

28 日 予餞会 （ 江戸川公会堂 ）

3 月 3 日 第49回卒業式 （ 商業科80名 ・ 機械

科234名 ・ 屯気科89名 ・ 建築科77 名 ）

商業科 は最後の卒業生 と な る 。
24 日 ～28 日 2 年普通科 、 修学旅行 （ 九

州 一周 ）

． ； 

4 月 1 日 木川木六教諭、 、 教頭 に 昇任。 " , 
9 日 入学式 （ 普通科134名 ・ 機械科303

名 ・ 電気科 1 74 名 ・ 建築科 1 20名 ） ・

1 1 日 1 年学カ テ ス ト 。

26 日 後援会総会 （ 新会長に 大崎正介氏 ）
5 月 1 0 日 慰霊祭 ・ 追悼会 を 開 く 。

24 日 守屋荒美雄先生記念祭 と 本校関係
物故者の慰霊祭 を 挙行。

26 日 ～30 日 3 年修学旅行。 機械科 （ 山

陽 • 四 国 方 面 ） 、 電 気 科 （ 奥東北 ・ 陸

中海岸 ） 、 建築科 （ 伊勢 ・ 吉野 ・ 奈良 ）

6 月 9 日 交通事故 、 非行化防止 の た め の 講

演 と 映画 （ 講師 小松川警察署員 ）
7 月 1 7 日 ～ 8 月 3 日 1 年林間学校 ( 2 泊 3

日 ）
8 月 22 日 ～29 日 夏季講習会 （ 普 1 · 2 · 3 

年就職 者 ）
1 0 月 22 日 体育祭。

24 日 校外見学、 普通科 ( 1 年 、 高尾山
ハ イ ク 、 2 年 、 武蔵森林公 園 ） 、 機械
科 ( 1 年 、 川 鉄 ・ こ ど も の 国 、 2 年 、
国 際金属 加工機械展 ） 、 電 気科 ( 1 .
2 年 ） 船 の科学館、 、 建築科 ( 1 年 ） 日

本民家園 、 ( 2 年 ） 日 光。
1 1 月 2 • 3 日 霜 月 祭 （ 従来の 「文化祭」 を

「霜月 祭」 と 命名 ） 。 校庭 に 記念植樹。
1 9 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 吉田彰才

君 ）
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4 月 1 日 本年か ら 二期制 を 採用 （ 前期 は 4

月 1 日 ～ 9 月 30 日 、 後期 は 10月 1 日 ～

3 月 31 日 ）

細 谷義秋教諭 が教頭 に昇任。

校 内 理髪実習廃止。

進級規定が改正 （ 出席 日 数 ・ 出席時数

は そ れ ぞ れ3/4以上 ） と 新 評価基準実

施 （ 中 間 考査成績 も 成紹表交付 と な る ）

普 通 科 1 年 生 は 本 年 か ら 基 礎 教 科

（ 英 ・ 数 • 国 ） に つ い て 習熟度別学習

方法 を と る 。 ( 3 学級 を 4 班 に 分 け 、

同 時授業 を す す め る ）

1 0 日 入学式 （ 午前 、 普通科 3 学級 ・ 電

気 科 2 学級 ） （ 午 後 、 機 械 科 5 学級 ・

建築科 2 学級 ） 新入生 は普通科146名 ・

機 械 科275 名 ・ 屯 気科 1 1 1 名 ・ 建 築 科

1 08 名 の 計640名 。

学校長の前で宣苔文 を読む新入生

1 1 日 ～1 4 日 全学年 ・ 学級オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン を 実施。 1 1 日 の対面式 を は じ め

と し て 、 学 カ テ ス ト ・ 職適 テ ス ト ・ 身

体検査 （ 計測 ） ・ 「学園生活の手引 き 」

指専 ・ 非行防止映画上映 ・ 科別 ガ イ ダ

ン ス ・ 教 室 内 討 論 ・ 委 員 選 出 等 を 行

う 。

1 6 日 電気科生徒の電気工事士講習 ( 7

月 3 日 ま で ） 開始。

1 7 日 千葉県印廂郡 白 井町 の本校野球 グ

ラ ン ド 内 に 建 て る 野球部雨天練習場の

地鎮祭 を 行 う 。

25 日 国 鉄 ス ト の た め 臨 時休校。

プ激励会。

1 9 日 ～ 8 月 8 日

日 ）
26 日 ～ 8 月 1 6 日 大谷要先生、 海 外研修。

9 月 2 日 ～ 5 日 校 内 球技大会 （ バ レ ー ボ ー

ル ・ バ ス ケ ッ ト ボー ）レ ・ 卓 球 ・ サ ッ

カ ー ）

3 日 相撲部の道場が完 成 し 道場開 き を

行 う 。 大相 撲高砂部屋一門 の高砂親方、

九璽親方 を は じ め 、 千代の富士 ・ 富士

桜 ・ 長 岡 （ 現在の朝潮 ） ら の 関取 り が

お祝 い に参加。

な お相 撲道場 は岩楯氏 ( 33年商業科卒

で 建設会社 を 経営 ） か ら 寄贈 さ れ る 。

1 年林間学校 ( 2 泊 3

,りba
,
'i
t
丁．‘-
三一―
-j．
一―-●＿—-＿-l
ト

月
賓
翌
畜

ノ

食tt
ざ
羨
釘
函
息

岩
栃
先

墨

，

＂”
屑
セ一

げ

相
撲
道
場
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

旦
戸
口
只
汀
籍
プ

苫
t
t
？
息
屡一
な

いうこ
も 一
を”なら
焚
含こ
き

大
は
り
切
り
の
部
貝
た
ち

骨＂
百
醤
rE祐
9屯し
叩m，一
も
り
苔
盟”
羹
び
t
g
｀
丘
忌
ちにも

大

ナ心
召つ
けて
翌m
g
扇
翌
翌
氣
届
閉
名＂在
と
ぷ
届き
ぞ
g
届シ ．）

へ部

為
悶
存
g
g．
仕

葵

"A"
氾蟻．
胤＂
昂筏
房＂ヵ

tt
m
 

-̀
i

 

ぃ
肝
名
塁
月
欠
一�
悶
gn社只．＂口蕊な
いる ．戸

員
目―

9
ニ

1 0 月 3 日 校外見学 ( l · 2 年生 「宇宙博」 ）

1 1 月 3 日 霜 月 祭 （ テ ー マ 「青春」 ）

1 1 月 生徒会役員選挙 （ 会長 に遠 山正行君 ）

1 月 30 日 ～ 2 月 8 日 2 年 ス キ ー 教室。 3 泊

4 日 、 越後中里 ス キ ー 場で二班 に 分 け

実施。

2 月 1 8 日 入学考査。 午前 、 筆記 （ 国 ・ 数 ・

英 ） ・ 午後 、 （ 面接 ）

21 日 同 合格発表。

28 日 予餞会 （ 江戸川 公会堂 ）

3 月 3 日 第 53回 卒業式 （ 普通科1 1 9 名 ・ 機

械科241 名 ・ 電気科90名 ・ 建築科89名 、

計539名 ）

20 日 ～ 4 月 4 日

修 。

高橋徳助先生、 海外研
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7 月

1 0 日 入学式 （ 普通科15 1 名 ・ 機械科347
名 ・ 電気科159名 ・ 建築科131 名 ）

入学式での担任紹介

新入生 と 先輩 と の出会い

1 1 日 1 年学カ テ ス ト 。
22 日 後援会総会 （ 新会長 に 甲斐輝秋 氏 ）

5 月 1 3 日 守屋荒芙址先生記念祭 と 本校 関 係
物故者の慰盛祭 を 挙行。

6 月 5 日 ～ 9 日 3 年修学旅行
普通科 （ 北 九 州 方面 ） 、 機械科 （ 四 国
一周 ） 、 電気科 （ 奥東北 ・ 陸 中 海岸方
面 ） 、 建 築 科 （ 京 者IS · 奈 良 • 吉野 ・ 伊
勢方面 ）

6 月 2 日 野球部後援会の 「 1り 球会」 が発足
（ 新会 長 に 吉 川 和男 氏 ） 旧 野球部後援

会 は発展的 に 解消 。

6 日 東京都高校卓球選手権大会 で卓球
部が総合優勝 （ 団体 ・ ダ プル ス と も 優
勝 、 シ ン グル ス 2 位 ）

普通科全 ク ラ ス 歌舞伎教室鑑賞 （ 国立

劇 場 「義経千本桜」 ）

1 8 日 夏休み 中 、 各大会 に 出場す る ク ラ

23 日 ～27 日 3 年修学旅行。 普通科 （ 北
九 州 方面 ） 、 機械科 （ 山陽 • 四 国 方面 ） 、
電気科 （ 奥東北 ・ 陸 中 海岸 方 面 ） 、 建
築科 （ 伊勢 • 吉野 ・ 奈良方面）

6 月 24 日 就職講話 （ 講師 亀戸職業安定所
願 ）

7 月 1 5 日 普通科 3 年歌舞伎教室鑑費 （ 国立
劇場 「嗚神」 ）

1 6 日 野球 グ ラ ン ド 、 夜間照明点灯式。
22 日 ～27 日 ガス 溶接講習会 。
22 日 ～ 8 月 8 日 1 年林間学校 ( 2 泊 3

日 ）
27 日 ～ 8 月 20 日

研修。
佐藤公太郎先生、 海外

8 月 22 日 ～28 日 普通科購習会。
9 月 2 日 ～ 5 日 校内球技大会。
1 0 月 4 日 1 · 2 年校外見学。 普通科 ( 1 年 、

高尾 山 ハ イ ク 、 2 年、 深 大 寺 ） 、 機械
科 ( 1 • 2 年 、 習 志 野 自 衛 隊 ） 、 電 気
科 ( 1 · 2 年、 東海村原子力 発電所 ） 、
建築科 ( 1 年、 日 本民家園 、 2 年 、 日
光 ）

1 1 月 2 日 ～ 4 日

動」

3 日 理事長守屋美賀雄先生、 勲二等端

霜月 祭 。 テ ー マ 「青春 と 躍

宝掌 を 受賞。
21 日 生徒会役員選挙 （ 新会長 に玉井利

昌 君 ）
1 月 1 2 日 ～ 2 月 26 日 2 年 ス キ ー 教室。 六 日

町 ス キ ー ハ ウ ス 、 2 泊 3 日 。
2 月 1 8 日 入学考森。 午前中 、 学科 （ 国 、 数 、

英 ） 、 午後 、 （ 面接 ）
3 月 3 日 第 52 回 卒業式 （ 普通 科108名 ・ 機

械科242名 ・ 屯気科1 55名 ・ 建築科98名 ）
31 日 守屋美賀雄理事長が退任。

4 月 1 日 学校長守屋美智雄先生が新理事長

に 就任 （ 校長 兼 任 ） 。 木川 木六教頭が

副校長 に 、 守屋芙芙雄教諭が教頭 に 昇
任 し た 。
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普 通 科 （ 北 陸 ・ 高 山 方 面 ） （ 宿 泊 地

吉崎 ・ 羽 昨 ・ 和 倉温泉 ・ 高 山 ）

機械科 （ 四 国一周 ） （ 宿泊 地 奥道後 ・

足摺岬 ・ 高知 ・ 高松 ）

電 気 科 （ 奥東北 ・ 陸 中 海岸 方 面 ） （ 宿

泊 地 宮古国民休暇村 ・ 黒崎 ・ 鉛山 ·

八幡平温泉 ）

建築科 （ 京都南部 ・ 奈良 • 吉野 ・ 伊勢

方面 ） （ 宿泊 地 奈良 • 吉野山 ・ 室生 ·

合歓の郷 ）
28 日 1 · 2 年校 外見学 （ 東京 湾 内 洋上

教 室 ）
6 月 21 日 NHK 「関東 ネ ッ ト ワ ー ク 」 で 吹

奏楽部の オ ー ス ト リ ア 油奏旅行準備風

景が放映 さ れ る 。

27 日 進路指蔚購話、 就職希望者 、 亀戸

公共職業安定所所長講話 。

大学進学希望者 、 進学指祁課講話。 専

門 学 校 進学 希 望 者 、 リ ク ル ー ト セ ン

タ ー 「進学映画」 上映。

27 日 吹奏楽部 オ ー ス ト リ ア 演奏旅行

の 結 団 式 と 記念演奏会 を 行 う （ 江戸川

公会堂 ）

7 月 2 日 ～24 日 吹奏楽 部 が オ ー ス ト リ ア へ

演奏旅行 （ 第 9 回 ウ ィ ー ン 国 際青少年

音楽祭吹奏楽 コ ン ク ー ル で俊勝す る ）

1 6 日 ～1 9 日 校 内 球技大会。

21 日 ～ 8 月 2 日 1 年林間学校 （ 八千穂

山 荘 、 2 ク ラ ス ず つ 2 泊 3 日 で実施 、

往復貸切 り バ ス 利 用 ） 。

21 日 ～26 日 ガ ス 溶接技能講習。

24 日 吹奏楽部帰国 。 教職員 • 生徒が登

校 し 新小岩駅か ら 学校 ま で優勝パ レ ー

ド を し 、 学校で俊勝祝賀式典 を 挙行 す

る 。

吹奏楽部世界一。 新小岩駅 か ら 学校 ま で優勝バ レ ー ド

24 日 生徒会役員選挙 （ 会長 に 藤本 昌 彦 、

副会長に長島康男 • 関 口仁の両君 、 書

記 に 伊藤佳彦 ・ 鎌田光範、 会計に遠藤

高広 • 関正範の各君が選 ば れ る ）

1 月 8 日 本校制定ベ ス ト の着用 が許可 に な

る 。
22 日 ～ 2 月 8 日 2 年 ス キ ー 教室 ( 3 泊

4 日 、 越後中里 ス キ ー 場 ）

2 月 1 8 日 入学考査。

29 日 予践会 （ 江戸川公会堂、 ゲ ス ト は

歌手、 高橋明子 さ ん ）

3 月 3 日 第 54 回 卒業 式 （ 普通 科 1 2 5 名 ・ 機

械科246名 ・ 電気科8 1 名 ・ 建築科93名 、

計545 名 ） （ 就職 内 定者367名 ・ 自 家就

職者47名 ・ 進学希望者131 名 ）

す る 。

8 日 始業式。

9 日 入学式 （ 午前 、

気科 2 学級 、 午後 、

築科 2 学級 ）
1 0 日 ～1 4 日 全学年 ・ 学級オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン を 実施す る 。

1 0 日 の 対面 式 を は じ め と し て 、 学カ テ

ス ト ・ 職適 テ ス ト ・ 「学園生活の手引

き 」 指甜 ・ 非行防止映画上映 ・ 科別 ガ

イ ダ ン ス ・ 教室内討論 ・ 委凪選出等 を

行 う 。 （ 本年 は 身 体検査 （ 計測 ） は 実

施せ ず ） 2 、 3 年 は 12 日 ま で 。

1 5 日 電気科生徒屯気工事士講習 ( 6 月

21 日 ま で ） 屯話級無線通信士講習 ( 7
月 31 日 ま で ） 開 始 。

1 6 日 国 鉄 ス ト の た め 自 宅学習。

26 日 後援会総会 （ 新会長 に 須賀健氏 ）

5 月 1 0 日 本校関係物故者慰霊祭。

26 日 ～30 日 3 年修学旅行。 ( 4 泊 5 日 、

科別修学旅行 は本年が最後 と な る 。 ）

- 5 3 -

4 月 1 日 本年か ら 新教育課 程 に よ る 「工業

基礎」 を 工業科で実施す る 。

変季制服 （ ホ ン コ ン シ ャ ツ 、 校章マ ー

ク 入 り 、 ネ ク タ イ な し ） を 新 し く 採用

普通科 3 学級 、 電

機械科 5 学級、 建

「学校新聞 ・
後援会広報縮刷版」

凌
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感謝 を の べ る キ ャ プテ ン

1 0 月 1 2 日 創 立55周年記念体育祭 （ 篠崎 グ ラ
ン ド ）

1 9 日 大型台風来襲の た め SHR だ け で

授業中止 し 下校 す る 。
31 日 創立55周年生徒記念式典。

記念講話 「野球 と 人生」 日 本野球連盟
理事 光沢毅氏。
全 生 徒 に 「55年史」 「関 東 一 高 新 聞 ・

後援会広報縮 刷 版」 「特製 ネ ク タ イ ピ
ン 」 を 配 布 す る 。

1 1 月 2 日 創 立55周 年記念式典 を 来 賓約350
名 出席 の も と 4 階講堂 で盛 大 に 挙行 す
る 。

文部大臣は じ め 、 来 賓 多 数 の祝辞の後 、

本校吹奏楽部の 「記念油奏」 が あ っ た 。

永年本校発展の た め に尽力 さ れ た 旧職

員 4 名 （ 八代盛 ・ 鷲尾亮作 ・ 岩城蔵之

助 ・ 佐 中 信 の 各先生 ） に 感謝状 と 記念

品 を 贈呈。

ま た 永年勤続者表彰 （ 木川 木六先生 を

は じ め 65名 ） 午後 カ フ ェ テ リ ア で祝賀

会 を 開催 す る 。
記念 と し て 「五十五年史」 「関東一高
新聞 ・ 後援会広報縮刷版」 「特製地図」
を 配布 す る 。

閑更一高新問
後 援 会 広 報

笥厨

3 日 ～ 4 日 創立55周年記念 「霜月 祭」
（ テ ー マ 「5 5 の年輪」 ）

4 月 28 日 後援会総会 （ 新会長 に 小林勝二氏 ）
5 月 1 2 日 本校関係物故者慰霊祭。

28 日 ～ 6 月 1 日 3 年修学旅行 ( 4 泊 5
日 ） 普 通 科 （ 北 陸 ・ 高 山 方面 ） （ 宿 泊
地 吉崎 ・ 羽 昨 ・ 和倉温泉 ・ 高 山 ） 機
械科 （ 四 国 一周 ） （ 宿泊 地 奥道後 ・

足摺岬 ・ 高知 ・ 高松 ） 電気科（ 奥東北 ・
陸 中 海岸 方 面 ） （ 宿 泊 地 宮 古 国 民 休
暇村 ・ 黒崎 ・ 鉛 山 ・ 八幡平温泉 ） 建築
科 （ 京都南部 ・ 奈良 • 吉野 ・ 伊勢方 面 ）

（ 宿泊地 奈良 • 吉野 山 ・ 室 生 ・ 合歓
の郷 ）

28 日 1 · 2 年校 外見 学 。 ( 1 年、 三浦
半島 、 2 年 、 マ ザー牧場 ）

6 月 1 5 日 進路指祁講話 （ 本年 は就職 ・ 進学
に 分離 し て 実施 ）
就職希望者 亀戸公共職業安定所所長
の購話。

進学希望者 リ ク ル ー ト セ ン タ ー

学映画」 上映。
7 月 1 0 日 普通科 1 年歌舞伎教室鑑賞 「仮名

手本忠臣蔵」 （ 国立劇場 ）
1 6 日 ～ 1 8 日 校内球技大会。 （ バ レ ー ボー

ル ・ 卓球 ・ サ ッ カ ー ・ バ ス ケ ッ ト ボー

ル ）
1 9 日 ～ 8 月 1 日 林間学校 ( 2 泊 3 日 ）
1 9 日 ガ ス 溶接技能講習開始。
29 日 硬式野球部が夏季東東京大 会 で 大

活躍 し 準 決 勝 へ 進 出 （ 夏季 大 会で は
初 ） 、 日 体荏原高 と 対戦 し 延長 1 1 回 の
熱戦の末、 5 対 4 で惜 し く も 敗退 す る 。

29 日 ～ 8 月 1 8 日 細谷義秋先生 、 海外研
修。

8 月 20 日 ～30 日 電気工事士講習 。
31 日 校内 ・ 校舎整備工事完 了 （ 壁 面 を

塗装 し 窓枠 を サ ッ シ に改修す る ）
9 月 1 日 生 徒迎 学 自 転車 の 学 年 別 ス テ ッ

カ ー 貼付制度 を 採用 す る 。
2 日 野球部雨天練習場 と ス コ ア ボー ド

落成祝賀式。 習志野高 と 親善試合 を 行
う 。

「進
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4 月 1 日 西 館 4 階 図 古館 の 一 部 を 改装 し

て 、 進学 ク ラ ス の教室 ( 3 教室 ） を 新

設す る 。

新 1 年生か ら 新教育課程で実施す る 。

工業科 で は 1 年生か ら 英語 自 由選択制

を 祁入 す る 。 （ た だ し 半年 で 中＿止 ）

9 日 始業式。

1 0 日 入 学 式 。 （ 普 通科 314 名 ・ 機 械 科

342 名 ・ 屯 気科 1 1 6 名 ・ 建 築科 l l O名 の

計882名 が入学 ）

1 2 日 ～ 1 5 日 全 学 年 ・ 全学 級 オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン 実施。 1 2 日 の 対面式 を は し

め と し て 、 学カ テ ス ト ・ 職適 テ ス ト ・

園 生 活 の 手 引 き 」 指 祁 · 進 路指

将 ・ 非行防l.l_^．映画上映 ・ 科別 ガ イ ダ ン

1 9 日
日 ま で ）

24 日
氏 ）

を 行 う 。

( 6 月 26

（ 新会 長 に

5 月 1 5 日 例年の慰孟祭 に か え て 、 HR 時 に

全校マ イ ク 放送 を 通 し て 「創立者の建

学精神 に つ い て 」 の話 を 間 く 。

24 日 ～28 日 3 年生修学旅行。 ( 4 泊 5
日 、 西 九 州 、 2 班 に 分 け て 実 施 ） （ 布

泊 地 阿蘇 ． ，I貨原 ・ 佐世保 • 平戸 ）

26 日 1 • Z 年生 校外見学。 （ 1 年普通

科 、 国立博物館 ・ 西洋芙術館 、 1 年機

械科 、 睛 海 ・ 食品工業展、 1 

建築科、 鎌倉見 学 、 2 年武蔵丘陵森林

公 園 ） 。

リ ク ル ー ト 「迎学映両」 」•ー：映。 午後 は

父母対象講話。

7 月 3 日
事業 に 関 し て ）

5 日
1 5 日 ～ 1 7 日 校 内 球技大会。

1 9 日 ～ 8 月 7 日 1

た め姐路不通等 で予定 よ り 1 日 遅 く な
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施 ） 。 （ 主 な 見学地 唐津虹の松原 • 平

戸 島 内 ・ 有田焼窯元 ・ 西海橋 • 長崎市

内 ・ 雲仙 ・ 天草五橋 ・ 水前寄公［羞I . 熊

本城 ・ 阿蘇。 宿泊地 平戸 ・ 鹿子前 ・

雲仙 ・ 阿蘇 ）

27 日 1 · 2 年校外見学 ( 1 年東京湾内

洋上教室 ・ 2 年武蔵丘陵森林公園 ）

6 月 26 日 就職希望者 （ 亀戸

公共職業安定所所長講話午前生徒、
後父母 ） 進学希望者 リ ク ル ー ト 「進

学映画」 上映 （ 午前 ・ 生徒 ）

課講話 （ 午後 ・ 父母 ）
7 月 1 5 日 ～ 1 7 日 球技大会 （ バ レ ー ボ ー ル ・

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル ・ 卓球 ・ サ ッ カ ー ）

20 日 ～ 8 月 2 日 1 年林間学校 （ 八千穂

山附l: 、 2 ク ラ ス ず つ 2 泊 3 日 で実施、

往復貸切 バ ス 利 用 ） 。

20 日 ～25 日 ガ ス 溶接技能講習 会。

8 月 2 日 ～ 7 日 1 年 1 組 は 学 習 会 （ 英 ・

数 ・ 国 ） を 兼 ね た 林間学校 を 実施 す る 。

帰路小諸 「懐古園」 を 見学 す る 。

24 日 ～29 日 1 年 1 組 、 夏期講習会 （ 英 ・

数 ・ 国 。 学校 ） を 行 う 。
9 月 1 日 ～ 1 9 日 屯気工事士技能講習会。

25 日 1 学年教員 と 父母 と

1 0月 1 3 日 体育祭 (

1 1 月 1 日 ～ 2 日 紺 月 祭 （ テ ー マ HAND IN 
） 。

（ 会長 に

二君 、 副会長 に 角 野 剛 ・ 山崎茂の両君、

へt,l}叫 に 関川裕隆 ・ 塚本 盟 、 会 計 に 長

内 勝 己 ・ 木村克 巳 の 各君 ）

1 2月 2 日 出 身 叶1学へ迎路報告。

1 月 1 2 日 日
1 9 日 ～ 2 月 5 日 2 年 ス キ ー 教 室 。 ( 3

旧 4 日 、 越後叶1 里 ス キ ー 場 ）
2 月 1 8 日 入学考査。

26 日
3 月 3 日

の合，t：t•541 名 ）

（ 進路内訳 就職内定者353名 ・ 自
職者60名 ・ 進学希望者1 30名 ）

・ 機

1 月 1 2 日 元卓球世界チ ャ ン ピ オ ン 祁恩庭夫

（ 中 国 ） が卓球指祁 の た め 来校 。

20 日 ～ 2 月 6 日 2 年 ス キ ー 教室 ( 3 泊

4 日 越後中里 ス キ ー 場 ）

2 月 1 8 日 入学考査。

27 日 予賎会 （ 江戸川 公会堂、 ゲス ト 歌

手 横須 賀 昌芙 さ ん ）

3 月 3 日 第 55 回 卒業式 （ 普通科 1 33名 ・ 機

械 科 278 名 ・ 屯 気 科 1 3 7 名 ・ 建 築 科99
名 、 合 計514 名 ） （ 就職 内 定 者427 名 ・

自 家就職者45名 ・ 進学希望者1 7 5名 ）

4 月 1 日 守屋美智雄理事長兼校長が理事長

の 職 に 専念す る た め 、

が第 5 代 校長 に就 任 す る 。 副校長 に 市

川三男教諭 、 教 頭 に 細 谷義秋教諭。

普通科 で は大学進学 の 成 果 を 上 け る た

め 少 人数 に よ る 進学 ク ラ ス を 1
初 か ら 設岡す る こ と に 決 ま る 。 担当 者

の職員 室 を 西館 4 階 に 新設 す る 。

本年か ら 校内模試 を 廃止 す る 。

機械科で 選択制 を 祁人 す る 。

8 日 始業式。
9 日 入学式 （ 午前普通科 4 学級 ・ 屯気

科 2 学級 ） （ 午後 、 機 械 科 5 学級 ・ 建

築科 2 学級 ）
1 0 日 ～ 1 4 日 全学年 ・ 学級 オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン 実施。

1 0 日 の対面式 を は じ め と し て 、 学 カ テ

ス ト ・ 職適 テ ス ト ・ 「学園 生活の手引

き 」 指尊 ・ 迎路指碍 ・ 非行防止映画」こ

映 ・ 科別 ガ イ ダ ン ス ・ 教室内討論 ・ 委
員 選 廿：i 等 を 行 う C ( 2  • 3 年 は 1 3 日 ま
で ）

1 6 日
( 7  

月 31 日 ま で ） c

25 日 後援会総会 （ 新会長 に 長島政男 氏 ）

5 月 9 日
25 日 ～29 日 3 年生修学旅行。 ( 4 泊 5

日 、 本年か ら 西九 州 へ 2 班 に 分 け て
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8 月 21 日 ～30 日 屯気工事士技能講習会。

9 月 4 日 吹奏楽部、 東京都知事 ・ 江戸川 区

長 に 帰国報告 を す る 。

1 2 日 吹 奏 楽 部 の 優 勝 祝 賀 会 を 開 く
（ ロ ッ テ 会館 ）

1 8 日 吹奏楽部、 ウ ィ ー ン

吹奏楽部優勝記念演奏会

25 日 地 震 に よ る 屯車遅延で 2 校時 目 か

ら 考査開始。

1 0月 6 日 後期開始。 後期か ら 1 年 1

組 を 2 ク ラ ス に 分割 ( A · B 組 ） し 、

A 組 を 特別 ク ラ ス と し て 20名 編成 と す

る 。

1 7 日 体育祭 （ 篠崎公園 内 競技場 ）
1 1 月 2 • 3 日 布 月 祭 （ テ ー マ 「ザ ・ ド リ ー

ム '80」 )
1 2 日 3 年 「税金 の （ 第 6 校 時 、

江戸川税務署長 ）

27 日 ウ ィ ー ン か ら ヴ ァ イ ス 教 授 来 校

（ 本校施設見学 、 区長訪間 ）
29 日 に 関 口仁君 、

副会長に r:j:1村義明 ・ 皆川俊一の両君 、

に 角 野 剛 ・ 多 田 宏之 、 会 計 に 関

正範 ・ 長 内 勝 己 の 各君 が当選 ）

1 2月 3 日 3 年廿i 身 r_• I -1学へ進路報告 （ 本年か
ら 専門学校進学者 も 含 む ）

8 日
22 日

を

に 配 布 す る 。

ウ ィ ー ン音楽祭優勝 「記念誌」

ミ カエ ル の



30 日 進路指埒講演会 （ 普通科 1 ~ 3 

講師一三宅義信氏 （ 自
7 月 9 日 父母 と 1 年担任 と の 懇談会。

1 1 日 ～1 4 日 教職員 は 3 班 に 分 け て

銀山荘」 を 視察 す る 。

1 2 日 建築科 2 年校外見学。 （ 日 光 ）
1 5 日 同 窓 会総会。

1 7 日 オ ラ ン 本校 に 表敬

訪間 し 練習 す る 。
1 8 日 ～21 日 普通科 2 年 1 組、 夏期進学

（ 英 ・ 数 ・ 社 ） （ 「白 銀山荘」 ）

1 9 日 ～ 8 月 5 日 1 年林I/NJ学校 （ 八千穂

山 荘 ）
1 9 日 ～26 日 ガ ス 溶接技能講習会。

21 日 ～27 日 普通科 1 年 1 組、

会 （ 英 ・ 数 ・ 国 ） （ 日

ロ ッ ジ ）

29 日 東東京大会準決勝で早稲 田実業 に

7 対 0 で コ ー ル ド勝 ち し た 本校硬式野

球部 は初の決勝進 出 を 果 た し た 。

決勝の相手 は帝京高 で あ っ た が接戦の
末惜 し く も 3 対 2 で敗 れ た 。 甲 子 園 廿i

は果せ な か っ た が堂

で あ っ た 。 終 了 後 、 新小岩

校 ま

31 日

甲子園へ あ と 一歩。 準優勝 し
グ ラ ン ド を ま わ る 本校選手。

3 

講 習 会 （ 英 ・ [E] • 日 ） （ 日 光 田 母 沢

本館 ）
23 日 ～30 日 ガ ス ・ ア ー ク

9 月 1 日 2 学期始業式。 東 ・

完 了 。
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8 日 入 学 式 （ 江 戸川 区 総 合 文 化 セ ン

タ ー 大 ホ ー ル ） （ 普通科435名 ・ 機械科

279 名 ・ 屯 気 科 1 0 6 名 ・ 建築科11 0 名 の

計930 名 が入学 ）

9 日 始業式。

1 1 日 ～1 4 日 全学年 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
実施。 1 1 日 の対面式 を は じ め と し て 、
学カ テ ス ト ・ 職適 テ ス ト ・ 「学園生活

の手引 き 」 指碍 ・ 進路指尊 ・ 非行防止
映画上映 ・ 科別 ガ イ ダ ン ス ・ 教室内討
論 ・ を 行 う 。 ( 2 • 3 年 は

1 3 日 ま で ）

4 月 後援会総会 （ 新会長 に 巣胴栄一氏 ）

5 月 1 4 日 南館校舎の竣工式。

完成 し た 「南館」 の偉容

22 日 ～27 日 3 年修学旅行。 ( 4 泊 5 日 、

西 九 州 、 2 班 に 分 け て 実 施 ） （ 宿泊 地

平戸 ・ 佐世保 ・ 雲仙 ・ 阿蘇 ）

26 日 1 · 2 年学校長訓話 「校外見学 に

つ い て の心構え」

27 日 1 · 2 年校外見学。 （ 晋迎科 1
、 工業科 1 年 ・ 晋辿科 · 屯気

科 2 年、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 、 機械科 2

年 、 習志野 白 衛隊、 建築科 2 '.｛平 、 日 本

） 

一午前 （ ベ ・

1 1 日 ス キ ー ハ ウ ス 、 六 日 町

竣工式。

25 日 父母 と 2 と の 懇談会。

振興の 功 で勲 四等旭 日 を 受買 さ
れ る 。

8 日 ～ 1 9 日 ラ ジ オ 音 密 技 能 検 定 講 習
ム
コ:S: o

20 日 生徒会役員選挙。 （ 会長 に 木 村 克
巳君、 副 会長 に 山崎茂雄 ・ 高津幸二の
両君 、 会計 に 石原有ー ・
記 に 塚本 盟 ・

1 2 月 8 日 出 身 中 学校へ進路報告。

1 1 日 理事長叙勲祝四会 （ ロ ッ テ会 館 ）

1 月 1 1 日 日 本赤十字社へ献血奉仕 （ 職員 ・

生徒273 名 協 力 ）

1 8 日 ～ 2 月 4 日 ス キ ー 教室 ( 2 学年全

学級 ） 3 泊 4 日 越後 叶1 里 ス キ

施 す る 。

20 日 東京都産業教育振興会か ら 仲野秀

雄先生が産業教育功労者 と し て 表彰 さ

2 月 1 8 日

28 日
3 月 3 日

556名 ）

） 

1 5 9 名 ・ 機 械 科
建築科85 名 の

（ 進路内訳、 就職内定者358名 ・ 自 家就

職 者44 名 ・ 進 学 希 哨 者 1 5 4 名 ・ 大学69

名 ・ 専修 ・ 各種学校85 名 ） 。

4 月 1 日 本年度か ら 3 学期制 に 戻 る 。 新 人

生 か ら は 従 来 の 学 生ー か ば ん を 廃止 し

て 、 通学用バ ッ グ を 使用 す る こ と に な

る （ 学校指定 ）

） 使

用 開 始 ( 1 年普通科か使用 ） 。

、 体 育館 わ き に 移設。

了。

正 門 わ き に ガ ー ド マ ン 室新設 、 ガ ー ド

し 校内瞥備 に あ た る 。 加］

門 （ 校庭南側 ） 開設。
普通科就職 ク ラ ス ( 5 組～ 9 組 ） 1 年

当 初 か ら 商業科 目 受講開始。
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る 。

7 月 1 9 日 ～24 日 ガ ス 溶接技能講習会。

8 月 1 1 日 ～20 日 普通科 3 年 1 組、

（ 英 ・ 数 ・ 国 ・ 理 ・ 社。 日 光 ）

23 日 ～28 日 普通科 2 年 1 組、 夏期講習

会 （ 英 ・ 数 ・ 国 ）

23 日 ～25 日 ガ ス 溶接技能講習会。

26 日 ～29 日 ア ー ク 溶接技能講習会。

26 日 新校舎 （ 南館 ） 地鎮祭 （ 建築科実

習 場跡 に 南館校舎 を 新築 、 建築科実習

館 は 体育館寄 り に 新築 ）
建物概要ー鉄筋 コ ン ク リ ー ト 4 階建 ・

延 面柏 1 , 6 5 1 m刊 約500坪 ） 普通教室 9 .

音楽教室 ・ 視聴覚教室、 各 1 。

鍬入れ を す る 守屋美智雄理事長

29 日 六 日 町 ス キ ー ハ ウ ス （ 白 銀山 荘 ）

地鎮祭。

建物概要ー鉄筋 コ ン ク リ ー ト 2 階建 て

一部 3 階建 て 、 延面柏728m2 （ 約220坪 ）

1 0 月 1 3 日 体育祭予行油習 （

場 ） 。

1 5 日

1 8 日

に よ
20 日

ナ チ

26 日

30 日

業。 対帝京高校

敗退す る 。

3 日



専 門学校一専門学校説明 お よ び 、

工学院他 5 校説 明 。

就職一亀戸公共職業安定所学卒部門統

括 井上今朝明氏。

9 日 1 · 2 年旺文社 テ ス ト 。

25 日 3 年実務 テ ス ト 。

7 月 1 4 日 3 年旺文社 テ ス ト

1 8 日 ～2 1 日 普通科 3 年 1 組夏期進学講

習 会 （ 英 ・ 数 ・ 国 。 日 光 「ペ ン シ ョ ン

け と る 」 ）
22 日 ～26 日 普通科 2 年 1 組夏期進学講

習 会 （ 英 ・ 数 ・ 国 。 日 光 「ペ ン シ ョ ン

け と る 」 ）
1 9 日 ～ 8 月 8 日 1 年林間学校 （ 八千穂

山荘 、 2 泊 3 日 。 行程 は58年 と 同 じ ）

8 月 20 日 ～27 日 1 年夏期進学講 習 会 ( 1 組

を 除 く 希 望 者 、 英 ・ 数 ・ 国 ） （ 校 内 で

実 施 ）
20 日 ～26 日 普通科 1 年 1 組夏期進学講

習 会 （ 英 ・ 数 ・ 国 。 南会津 「会津 ア ス

ト リ ア ホ テ ル」 ）

31 日 本 館 ・ 東 館 ・ 西 館 ・ 機 械 科 実 習

館 、 外装工事完了 。

9 月 1 日 始業式。

1 日 ～ 9 日 残暑厳 し い た め 、 40分短縮

授業。
1 0 日 3 年実務 テ ス ト 。

1 4 日 地鎮祭。

21 日 就職希望者 、 会 社 への書類提廿］開

始 。
22 日 3 年旺文社 テ ス ト 。

29 日 江戸川 区営野球場落成式 に 1 年生

有志参加。

1 0 月 6 日 専門学校説明会。

1 · 2 年旺文社 テ ス ト 。

1 5 日 体育祭予行練習 （ 江戸川 区陸上競

技場 ）

1 6 日 体育祭 を 挙行 す る 。

L 
3 1 日 創 立60周年記念式典 （ ホ テ ）レ

ラ ン ドパ レ ス ） を 挙行。

記念誌 「六十年史」 発刊 。

1 1 月 3 日 ・ 4 日 創 立 60周 年 記念'Wi 月 祭 予

定。

日 本

-
入学式で父母代表の こ と ばに聞 き い る先生 た ち

グ

1 2 日 ～1 4 日 ( 1 年生 は 16 日 ま で ） 全学年
全学級 で オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 実施 。 12

日 対面 式 を は じ め と し て 、 オ リ エ ン

テ ー シ ョ ン 期間 中 に 、 基礎学カ テ ス ト

（ 英 ・ 数 ・ 国 ） ・ 職適 テ ス ト ・ 「学園

生活の手引 き 」 指導 ・ 進学指恐 ・ 非行

防止 ・ 交通安全映画上映 ・ 科別 ガ イ ダ

ン ス ・ 委員選出等 を 行 う 。

4 月 21 日 1 年進学購演会 。 対象、 生徒 ・ 父

母 （ 講師一旺文社入試情報セ ン タ ー 課

長 加藤厳氏 ） 購題一 「大学進学の心
が ま え」 （ 放課 後 ）

28 日 後援会総会 （ 新会長 に 茂木武能 氏 ）

5 月 1 4 日 3 年 、 就職希望者 、 実務 テ ス ト （ 放

課後 ）
28 日 ～ 6 月 1 日 3 年修学旅行。 ( 1 組

を 除 く ） （ 4 泊 5 日 、 西 九 州 2 班 に 分

け て 実施。 主 な 見学地 、 1酋泊地 は 、 前

年度 と 同 じ ）
6 月 1 日 1 · 2 年校 外 兄学。 （ 見学 先 1 

年普通科 ・ 機械科 、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 、

電気科 ・ 建築科 、 国立歴史民俗博物館
と 東京屯力（林）千葉火 力 発屯所 、 2 年普

通科 、 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 、 機械科 ・ 電

気科 ・ 建築科 、 船の科学館 と 東京羽田

空港 （ 全 日 空整備工場 ） 3 年 1 組、 国

立歴史民俗拇物館
6 月 3 日 t［戸川 区陸上競技場 （ 西葛西 ） 落

成記念式典参）JI] （ 2 年生全員一集 団 演

技 、 柔逍の型披露 ）

8 日 3 年進路指溝講話。 大学進学 ・ リ｝一
門学校進学 ・ 就職の 3 会場 に 分 け て 実

施。 大学一講師 、 旺文社編集顧問 鵜

城紀元氏。
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名 出 席 、 3 年 、 1 2 時 、 約 200名 出 席 、
1 年 、 1 4 時 、 約640名 出 席 ） 講 師 小

松 川警察署員 2 名 。
5 日 就 職 内 定者 の 出 身 中 学 校 へ の 報

告。
1 5 日 建築科校外見学 （ 佐倉 ・ 国立歴史

民俗博物館 ） 自 由参 加 で 1 04 名 参加。
1 月 1 0 日 日 本赤十字社へ献血奉仕 （ 職巽 ．

生徒248 名 協 力 ）
1 7 日 ～ 2 月 1 0 日

員 4 班 に 分 け 、

キ ー 場 で 実 施 ）
2 月 1 8 日 入学考杏。

29 日 予 餞 会 （ 江 戸 川 区 総 合 文 化 セ ン
タ ー

、 ゲ ス ト 歌手 、 吹田 明 日 香 さ ん ）

予餞会風景

3 月 3 日 第58回卒業式。 （ 普通科1 64名 ・ 機
械 科232 名 ・ 電 気 科 9 3 名 ・ 建築科96名
の 計585 名 ）
（ 進路内訳 、 就職内定者374名 ・ 自 家就
職者52名 ・ 進 学 希望 者 1 5 9 名 （ 大学55
名 ・ 専修 ・ 各種学校1 04 名 ）

21 日 ～26 日 2 年 1 組修学旅行 ( 5 泊 6
南紀 ・ 奈 良 ） （ 宿 泊 地 さ ん ふ ら

（ 船 中 ） ・ 白 浜 ・ 高野山 ・ 奈良 ・

日 、
ゎ ぁ

鳥羽 ）

ス キ ー 教室。 ( 2 年全
3 泊 4 日 、 越後中 里 ス

4 月 1 0 日 始業式。
1 1 日 入 学 式 （ 江 戸 川 区 総 合 文 化 セ ン

タ ー 大 ホ ー ル ） （ 普通科·5 1 7 名 ・ 機械科•
26 7 名 ・ 電 気 科 1 1 5 名 ・ 建 築 科 1 0 1 名 の
計1000 名 入 学 ）

視聴覚室 ・ 保健室 を 移設 。 他 に 特別 教
室 3 教室 を 新設 し た 。

9 月 2 日 ～1 0 日 残暑厳 し い た め40分の 短縮
授業。

3 日 進路指羽部の 企画 で 「卒業生 （ 就
職者 ） の経験談 を 1iil く 会」 を 開 く 。 ( 1
組 を 除 く 3 年生全員対象。 3 · 4 校時 、
講堂 ・ 視聴＇此室 ・ 体育館利 用 ） 。

1 3 日 東京私立中高協会主催 菊記検定
試験実施。

21 日 就職希望者 、 会社への書類提出開
始。

1 0月 1 4 日 体育祭予行演習 （ 篠崎公園 ）
1 8 日 体育祭 （ 篠崎公園 ）

1 1 月 3 日 ～ 4 日 紺 月 祭 。 5 日 表彰式。 職具
研修会 （ 水上 ）

58年霜月 宗小人 ‘メ ー ＼土証lFロロ

霜 月 祭 で 人 気 を 呼 ん だ プ ロ レ ス

8 日 ～ 1 月 26 日 週 2 日 、 放課後の進学
講習会 を 開 く 。 ( 3 年推胸入学者対象 、

英 • 国 ） （ 約 25 名 参加。 他 に 数学 の 講
習 も 実施 ）

22 日 生 徒会役員選挙。 （ 会長 に 紙 谷丈
男 君 、 副 会長 に 渡辺幸保 ・ 村 田 成 司 の
両 君 、 会 計 に 伊藤昌久 ・ 加藤信平 、 冑
記 に桜井浩章 ・ 鏡俊行 の 各 君 が当 選 ）

1 2 月 4 日 生徒の オ ー ト バ イ 乗車禁止に つ い
て の 父 母 会 開 催 ( 2 年 、 1 0 時 、 約 620
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